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改革推進・メリハリ予算 ～平成20年度 当初予算～
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平成20年度予算の基本的な考え方平成20年度予算の基本的な考え方

予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方

　

平
成
20
年
度
当
初
予
算
は
、
こ

れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
成
果
が

徐
々
に
表
れ
て
き
た
中
、
新
た
に

策
定
さ
れ
た「
都
城
市
総
合
計
画
」

に
基
づ
く
施
策
を
推
進
し
、
南
九

州
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
シ
テ
ィ
の
実

現
を
目
指
す
魅
力
的
な
都
市
づ
く

り
へ
の
次
の
一
手
を
行
え
る
予
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

投
資
的
事
業
は
、
前
年
度
の
予

算
に
対
し
、
国
庫
補
助
事
業
は
90

㌫
以
内
、
県
単
独
補
助
事
業
や
市

単
独
事
業
は
80
㌫
以
内
と
す
る
な

ど
、
厳
し
い
シ
ー
リ
ン
グ（
予
算

要
求
の
上
限
枠
）
を
設
け
る
と

と
も
に
、
事
業
の
枠
査
定
に
よ
る

採
択
や
平
成
19
年
度
に
各
課
が
節

約
し
た
一
定
割
合
の
予
算
を
新
年

度
予
算
へ
反
映
さ
せ
た
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ（
動
機
付
け
）予
算
の
導

入
な
ど
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

工
夫
を
凝
ら
し
た
予
算
と
な
り
ま

し
た
。
さ
ら
に
市
債
の
発
行
額
を

大
幅
に
抑
え
る
な
ど
、
引
き
続
き

財
政
の
健
全
化
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
結
果
、

平
成
20
年
度
当
初
予
算
は
、
行
財

政
改
革
を
推
進
し
つ
つ
、
必
要
な

政
策
に
は
予
算
を
重
点
配
分
し

た
、
い
わ
ば「
改
革
推
進
・
メ
リ

ハ
リ
予
算
」と
な
り
ま
し
た
。

平
成
20　
年
度
予
算
の
姿

　

一
般
会
計
予
算
は
、
6
6
1
億

1
千
万
円
と
、
前
年
度
当
初
予
算

に
比
べ
て
13
億
3
千
4
0
0
万
円

の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
面
で
は
、
各
部
ご
と
の

シ
ー
リ
ン
グ
に
よ
る
圧
縮
な
ど

に
よ
り
、
普
通
建
設
事
業
は
、

24
億
7
千
万
円
減
少
の
97
億
2
千

万
円
と
な
り
、
ま
た
、
集
中
改
革

プ
ラ
ン
に
よ
る
職
員
数
の
減
少
な

ど
に
よ
り
、
人
件
費
は
4
億
1
千

万
円
減
少
の
1
2
9
億
2
千
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
入
面
で
は
、
市
税
を

3
千
万
円
増
加
の
1
7
8
億
1
千

「都城市行財政改革大綱」
に基づく行財政改革のさ
らなる推進

南九州のリーディングシ
ティの実現を目指した第
一次総合計画の推進

都城市の予算編成基本理念

○シーリングによる削減
○集中改革プラン

○投資的事業の枠査定
○インセンティブ予算の導入

平成20年度予算の姿
○予算総額の減少
・一般会計予算総額   661億1,000万円（前年度比▲約13億円）
　普通建設事業費　   前年度比▲約25億円（シーリング効果）
　人件費　　　　　   前年度比▲約4億円（集中改革プラン効果）

○市債発行額・市債残高の減少
・一般会計市債発行額　前年度比▲約30億円
・全会計市債残高　　　年度末で▲約35億円

○メリハリの利いた予算（必要な事業には予算を重点配分）
・企業誘致と大学誘致（約14億円）
・子育て支援（約11億円）
・文化に親しみ、人にやさしいまちづくり（約16億円）

平成20年度の経済見通し・経済財政改革の基本方針

平成20年度当初予算

改革推進・改革推進・メリハリメリハリ予算予算
～必要な政策へ重点配分しました～

平成 20年度都城市当初予算が決まりました。
地方交付税などの一般財源が大幅に減少するなどの厳しい財政状況に対処するととも
に、市債の発行額を大幅に抑制しました。
南九州のリーディングシティの実現に向けた諸施策を推進するため、すべての事業を対
象に廃止・縮小・統合も含めた効率化を進めるとともに、シーリングによる経費削減や
枠査定による事業採択をはじめ、インセンティブ予算の導入により、限られた財源の中
で工夫を凝らした予算編成となりました。 ●問い合わせ　財政課　☎ 23-2113

一般会計歳入歳出総額 
661億1,000万円（対前年度比2.0%減)

万
円
、
地
方
交
付
税
は
2
億
1
千

万
円
減
少
の
1
7
0
億
3
千
万

円
、
国
・
県
支
出
金
は
1
1
4
億

6
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
市
税
、
地
方
交

付
税
、
国
・
県
支
出
金
の
大
幅
な

増
加
が
見
込
め
な
い
中
、
歳
出
・

歳
入
両
面
に
お
い
て
最
大
限
の
努

力
を
行
い
、
新
規
市
債
発
行
額
を

56
億
9
千
万
円
と
、
前
年
度
当
初

予
算
と
比
べ
29
億
9
千
万
円
の
減

額
を
実
現
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、市
債
残
高
に
つ
い
て
も
、

一
般
会
計
お
よ
び
全
会
計
ベ
ー
ス

と
も
に
減
額
を
実
現
し
、
今
後
と

も
財
政
健
全
化
を
進
め
て
い
く
姿

勢
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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平成20年度当初予算
改革推進・メリハリ予算

都城市の
家計簿

都城市の家計簿
月額 48.1 万円の家計とすると

市債残高の推移（普通会計）

【用語説明】　総務費　徴税、戸籍、選挙などのための経費／民生費　高齢者や児童、障がい者などの福祉のための経費
　　　　　　衛生費　保健衛生や清掃などのための経費／教育費　教育や文化財保護、スポーツ振興などのための経費

【用語説明】　
市　債　建設事業や災害復旧事業などの財源となる借入金
扶助費　生活保護や児童・老人福祉事業などに要する経費
公債費　市が発行した市債（借金）返済のための経費

平成20年度（一般会計予算）
（単位：億円）

19年度予算 20年度予算 増　減

歳　
　

入

市　　　税 177.8 178.1 0.3
地方交付税 172.4 170.3 ▲ 2.1
市　　　債 86.8 56.9 ▲ 29.9
国・県支出金 109.2 114.6 5.4
そ　の　他 128.2 141.2 13.0
計 674.4 661.1 ▲ 13.3

歳　
　

出

扶　助　費 122.7 122.5 ▲ 0.2
人　件　費 133.3 129.2 ▲ 4.1
公　債　費 93.5 98.7 5.2

普通建設事業費 121.9 97.2 ▲ 24.7
そ　の　他 203.0 213.5 10.5
計 674.4 661.1 ▲ 13.3

平成20年度一般会計歳出予算費目別一覧
（単位：千円）

款名 平成 19年度
当初予算額 (A)

平成 20 年度
当初予算額 (B)

増減額
(B)－(A) 増減の主な要因

議会費 431,229 429,570 ▲ 1,659
総務費 6,917,859 7,795,578 877,719 地域振興基金などの増額

民生費 20,922,869 21,585,806 662,937

医療制度の移行による後期高齢者医療費療養給付費、高崎総合福祉
施設の建設による総合福祉施設等整備事業、養護老人ホームなどへ
の入所措置に必要な老人保護措置費、こども発達センター開設に伴
うこども発達センター整備事業などの増額

衛生費 4,232,121 4,088,150 ▲ 143,971 老人保健事業（健康診査）が国民健康保険特別会計に移行
労働費 12,655 9,471 ▲ 3,184

農林水産業費 4,303,196 4,743,530 440,334 農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業などの増額
商工費 2,294,902 2,103,156 ▲ 191,746 地域創造支援事業（大型空店舗等活用事業）などの事業終了

土木費 6,689,192 6,071,746 ▲ 617,446 臨時地方道整備事業、高崎総合公園整備に伴う公園緑地整備事業の減額および臨時交付金事業（川内大谷線）などの終了
消防費 1,848,996 2,006,479 157,483 常備消防設備整備事業などの増額

教育費 10,107,692 7,087,342 ▲ 3,020,350

南九州大学移転に伴う大学施設等整備事業、高城生涯学習センター
建設事業などの増要因はあるものの、学校給食センター建設事業、
早水公園体育文化センター整備事業、校舎改築に伴う中郷中学校建
設事業の終了により全体として減額

その他 9,683,289 10,189,172 505,883
合計 67,444,000 66,110,000 ▲ 1,334,000

給料（地方税など）
約15.5万円  32.1％

子どもからの仕送り
（地方交付税）
約12.4万円  25.8％

親戚などからの援助
（国・県支出金）
約8.3万円  17.3％

新たな借金（地方債）
約4.1万円  8.6％預金取崩（繰入金）

約4.0万円  8.3％

その他の収入
（使用料・手数料など）
約3.8万円  7.9％

食費（人件費）
約9.4万円  19.6％

保険料や医療費（扶助費）
約8.9万円  18.5％

家の増改築・修理　
（投資的事業）　

約7.2万円  15.0％

ローン返済（公債費）
約7.2万円  14.9％

預貯金（積立金）　
約0.3万円  0.7％

その他（物件費・維持補修費）
約15.1万円  31.3％

支出支出 収入収入

市債発行額、市債残高ともに着実に減少

●ポイント
市の借金である市
債の残高は、平成
19年度と比較して
27 億 1,000 万 円
（3.2％）減少する見
込みです。財政の
健全化に向けた姿
勢が現れています。

市債発行額と公債依存度（普通会計）
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市
民
が
主
役
の
ま
ち

自
治
公
民
館

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

 

１
４
８
万
円

　

自
治
公
民
館
と
行
政
が
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
、
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
事
業
。

　

自
治
公
民
館
活
動
を
紹
介
す
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ

オ
な
ど
を
作
製
し
、
自
治
公
民
館

の
加
入
促
進
や
自
治
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

ゆ
た
か
な
心
が
育
つ
ま
ち

自
殺
予
防
事
業

 

61
万
円

　

自
殺
対
策
に
つ
い
て
社
会
全
体

の
理
解
を
深
め
、
自
殺
の
背
景
に

あ
る
経
済
問
題
や
家
庭
問
題
、
健

康
問
題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
つ
い
て
社
会
全
体
で
か
か
わ
っ

て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
自
殺
対

策
協
議
会
や
担
当
者
会
に
よ
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
講
演
会

や
講
習
会
開
催
に
よ
る
啓
発
活
動

を
行
い
ま
す
。

妊
婦
乳
児
健
康
診
査
費

 

６
、３
４
９
万
円

　

少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、

妊
娠
や
出
産
に
か
か
る
経
済
的
不

安
を
軽
減
す
る
た
め
、
妊
婦
健
康

診
査
の
公
費
負
担
の
割
合
を
増
や

す
と
と
も
に
内
容
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
医
療
機
関
に
委

託
し
て
い
る
公
費
負
担
の
妊
婦
健

康
診
査
の
検
査
内
容
を
充
実
さ
せ

る
と
と
も
に
、
回
数
を
2
回
か
ら

5
回
に
増
や
し
ま
す
。

こ
ど
も
発
達
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

 

７
、４
３
６
万
円

　

日
常
の
診
察
や
訓
練
を
必
要
と

す
る
※
発
達
障
が
い
な
ど
の
診
断

を
行
い
、
専
門
職
に
よ
る
支
援
を

行
う
た
め
、
国
立
病
院
機
構
都
城

病
院
に
隣
接
す
る
旧
隔
離
病
舎
を

改
修
し
、
診
察
や
訓
練
に
必
要
な

施
設
を
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
セ

ン
タ
ー
で
は
小
児
科
医
の
診
療
、

作
業
療
法
士
に
よ
る
感
覚
統
合
訓

練
な
ど
を
行
う
ほ
か
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
地
域
の
療

養
施
設
を
は
じ
め
、
幼
稚
園
・
保

育
園
な
ど
日
常
生
活
の
場
で
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

※
発
達
障
が
い
と
は
、
広
汎
性
発
達
障

が
い
、
注
意
欠
陥
多
動
性
障
が
い
、

学
習
障
が
い
な
ど
に
区
分
さ
れ
、
そ

の
発
達
段
階
に
応
じ
て
適
切
な
教

育
、
社
会
的
支
援
が
行
わ
れ
る
こ
と

で
、
社
会
的
な
適
応
障
が
い
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す

こ
ど
も
基
金

 

２
、３
０
６
万
円

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育

て
、
子
ど
も
が
生
き
生
き
と
育
つ

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
最
終

積
立
目
標
額
を
3
億
円
と
し
て

毎
年
2
、3
0
0
万
円
と
そ
の
運

用
利
子
を
積
み
立
て
る
も
の
で

す
。
子
ど
も
の
活
動
支
援
に
関
す

る
事
業
な
ど
に
、
毎
年
お
お
む
ね

3
0
0
万
円
を
充
当
し
ま
す
。
平

成
20
年
度
は
ス
ポ
ー
ツ
団
体
交
流

事
業
に
2
4
0
万
円
、
マ
タ
ニ

テ
ィ
マ
ー
ク
入
り
ス
テ
ッ
カ
ー
作

製
に
60
万
円
を
支
出
し
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
推
進
事
業

 

２
、５
７
４
万
円

　

平
成
11
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
学
校
生
活
介
助
員
事
業
と
平
成

19
年
度
途
中
か
ら
実
施
し
て
い
る

発
達
障
が
い
の
あ
る
児
童
生
徒
に

学
習
支
援
を
行
う
特
別
支
援
教
育

推
進
事
業
を
１
本
化
し
て
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
学
校
生
活
介
助
員

事
業
に
つ
い
て
は
、
介
助
員
の
派

遣
を
１
日
お
き
か
ら
毎
日
派
遣
に

変
更
し
、
さ
ら
な
る
事
業
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

都
城
島
津
家
歴
史
資
源
活
用
事
業

 

５
、９
１
０
万
円

　

都
城
島
津
邸
お
よ
び
都
城
島
津

家
史
料
を
保
存
、
公
開
す
る
と
と

も
に
歴
史
学
習
体
験
や
交
流
が
で

き
る
よ
う
適
切
な
整
備
を
行
う
た

め
、
既
存
建
物
・
史
料
館
・
庭
園

の
整
備
実
施
設
計
お
よ
び
地
質
調

査
を
行
い
ま
す
。

平平成２０成２０年度当初予算年度当初予算

新都城市の「都城市総合計画」の４つの基本理念に沿ってつくられた、平成20年度当初
予算の特徴的な事業について紹介します。
 ●問い合わせ　財政課　☎ 23-2113

特徴的な事業について紹介します
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貴
重
書
修
復
事
業（
上
原
文
庫
）

 

１
７
２
万
円

　

本
市
出
身
の
上
原
勇
作
陸
軍
大

臣
の
就
任
記
念
と
し
て
1
9
1
4

年
に
設
立
さ
れ
、
明
治
初
期
か
ら

昭
和
初
期
に
発
刊
さ
れ
た
貴
重
な

洋
装
本
や
雑
誌
な
ど
5
、0
0
0

冊
を
収
蔵
し
て
い
る
上
原
文
庫
。

そ
の
収
蔵
書
の
修
復
、
保
存
に
つ

い
て
今
後
検
討
す
る
た
め
、
研
究

者
に
依
頼
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
書
籍

の
史
料
的
価
値
に
つ
い
て
調
査
し

ま
す
。

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業

 

６
億
２
、６
８
５
万
円

　

生
涯
学
習
機
会
の
提
供
や
生
涯

学
習
指
導
者
の
育
成
、
お
よ
び

人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を

目
的
に
、
図
書
館
を
含
む
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
を
高
城
総
合
支
所

横
に
建
設
し
ま
す
。（
総
事
業
費

11
億
4
、4
1
0
万
円
）

※
平
成
21
年
3
月
末
完
成
予
定

緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち

志
和
池
地
区
広
場
整
備
事
業

 
８
、８
６
４
万
円

 

一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
な
ら

び
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
の
あ
る

志
和
池
地
区
の
環
境
整
備
対
策
の

一
つ
と
し
て
、
施
設
に
隣
接
す
る

山
林
を
多
目
的
広
場（
芝
生
広
場

8
、4
0
0
平
方
㍍
）
と
し
て
整

備
し
ま
す
。

活
力
あ
る
ま
ち

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

特
別
管
理
事
業

 

１
、１
０
０
万
円

　

本
市
の
農
業
振
興
の
方
向
性
を

位
置
付
け
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
に
対
応
し
た
合
併
後
の
新
し
い

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
を
策
定

す
る
た
め
、
平
成
20
年
度
に
土
地

利
用
の
調
査
な
ど
の
事
前
準
備
を

行
い
、
平
成
21
年
度
に
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

活
動
火
山
周
辺
地
域
防
災
営
農

対
策
事
業
（
果
樹
安
定
対
策
）

果
樹
振
興
事
業

 

４
、０
５
０
万
円

　

桜
島
降
灰
に
よ
る
農
作
物
な
ど

へ
の
被
害
を
防
ぎ
、
農
家
の
経
営

安
定
を
図
り
、
併
せ
て
地
域
農
業

の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
事
業
。
今
回
は
高
収
益

が
可
能
な
マ
ン
ゴ
ー
の
被
覆
施
設

を
導
入
し
、
果
樹
の
産
地
化
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
マ
ン
ゴ
ー
の
導

入
に
当
た
っ
て
は
、
ほ
か
の
品
目

に
比
べ
苗
木
の
価
格
が
高
い
こ
と

や
温
度
管
理
の
た
め
の
燃
料
費
の

負
担
が
大
き
い
こ
と
、
植
栽
に
際

し
て
大
き
な
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
苗
木
代
の
一
部
に
つ
い
て

も
助
成
し
ま
す
。

入
札
執
行
残
活
用
事
業

 

３
、６
０
０
万
円

　

平
成
19
年
度
の
入
札
執
行
残

（
予
定
価
格
と
の
差
額
）
を
有
効

活
用
す
る
こ
と
で
、
財
政
状
況
が

厳
し
い
こ
と
か
ら
市
民
の
要
望
に

対
応
で
き
な
か
っ
た
道
路
や
側
溝

の
整
備
な
ど
を
行
い
、
生
活
環
境

を
改
善
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
公
園
整
備
事
業

 

６
、０
０
０
万
円

　

斎
場
周
辺
の
環
境
整
備
の
際
に

南
墓
地
の
横
に
あ
っ
た
下
長
飯
児

童
遊
園
を
廃
止
し
道
路
用
地
と
し

た
た
め
、
下
長
飯
町
の
ふ
る
さ
と

セ
ン
タ
ー
東
側
の
市
有
地
に
幅
広

い
年
齢
層
が
多
目
的
に
利
用
で
き

る
代
替
公
園
を
整
備
し
ま
す
。

平成２０年度当初予算
そのほかの事業

1市民が主役のまち　
 総額 175 億 2,283 万円
市民公益活動推進事業
コミュニティ助成活用事業
成人式開催事業
女性総合相談事業
情報発信事業
テレビ・ラジオ広告、紙面購入費
滞納整理支援システム導入事業
 ほか

2ゆたかな心が育つまち
 総額 696 億 5,098 万円
老人保護措置費
健康増進施設利用助成事業
民間老人施設整備事業
総合福祉施設等整備事業
後期高齢者医療費療養給付費
 ほか

3緑あふれるまち　
 総額 23 億 695 万円
ごみ袋指定事業
リサイクル活動推進事業
クリーンセンター建設事業
清掃工場管理費
公害対策事業費
 ほか

4活力あるまち
 総額 253 億 2,177 万円
農業振興地域整備計画特別管理
事業
新地域水田農業担い手条件整備
事業
担い手農地集積高度化促進事業
林業・木材産業構造改革事業
観光推進構想策定事業
ふるさと公園整備事業
常備消防施設整備事業
 ほか

一般会計  661 億 1,000 万円
特別会計  445 億 9,650 万円
企業会計  40 億 9,605 万円

合　　計  1,148 億　255 万円
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市
議
会

市
議
会

新
た
に
就
任
し
ま
し
た
地
域
自
治
区

地
域
自
治
区

【
略
歴
】
高
崎
中
学
校
卒
。
旧
高
崎
町
議

会
で
副
議
長
、
議
長
、
合
併
後
の
都
城
市

議
会
副
議
長
を
歴
任
。

【
略
歴
】
都
城
工
業
高
等
学
校
卒
。
旧
都

城
市
議
会
建
設
委
員
長
、
都
城
青
年
会
議

所
理
事
長
な
ど
を
歴
任
。

　

合
併
し
て
3
年
目
と
な
り
、
地
域
自
治

区
の
あ
り
方
も
見
え
て
き
ま
し
た
。
新
市

の
一
体
化
を
図
る
中
で
、
地
域
の
活
力
を

落
と
す
こ
と
な
く
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
過
去
2
年

間
を
基
礎
に
初
心
に
立
ち
返
っ
て
精
一
杯

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
何
と
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　

職
責
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
い

る
今
日
で
あ
り
ま
す
。
浅
学
非
才
な
私
で

す
が
、
高
城
自
治
区
内
の
事
務
事
業
の
処

理
お
よ
び
新
市
の
円
滑
な
運
営
と
均
衡
あ

る
発
展
に
資
す
る
よ
う
一
生
懸
命
努
力
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
何
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

2
期
目
と
な
る
区
長
を
拝
命
し
ま
し

た
。「
か
か
し
の
里
」
づ
く
り
を
継
承
し
、

「
ゆ
ぽ
っ
ぽ
」
の
さ
ら
な
る
充
実
や
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
建
設
に
関
す
る
事
業
の

推
進
を
図
る
な
ど
、
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
る
所
存

で
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

合
併
協
議
で
定
め
ら
れ
た
自
治
区
制
度

の
中
間
期
と
も
い
え
る
2
期
目
の
意
義
を

再
認
識
し
な
が
ら
、
精
一
杯
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
高
崎
町
地
域
の
特
徴
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
均
衡
あ
る
発
展
の
た
め
に

地
域
協
議
会
を
は
じ
め
各
種
団
体
機
関
と

の
連
携
を
密
に
し
て
、
一
致
協
力
体
制
の

構
築
に
努
め
ま
す
。

議
長　

村
吉 
昭
一

副
議
長　

蔵
屋　

保

山之口町自治区長
轟木 休五
（再任）

山田町自治区長
蔵満　勇
（再任）

高城町自治区長
黒川 純一
（新任）

高崎町自治区長
佐藤 忠房
（再任）

　

現
状
を
直
視
し
改
革
を
推
進
し
、
健

全
な
市
政
運
営
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
、
10

年
、
20
年
後
に
〝
だ
れ
も
が
住
み
た
い
ま

ち
〞
と
な
る
よ
う
に
常
に
住
民
サ
イ
ド
に

立
ち
、
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
議

会
人
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。
行
政
と
議

会
が
両
輪
と
な
り
、
合
併
後
の
地
域
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
な
が
ら
市
政
発
展
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
議
長
を
代
理
す
る
と
い
う
重

責
で
す
が
、
熱
意
を
持
っ
て
、
職
責
を
全

う
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
長
に
就
任
し
、
責
任
の
重
さ
に
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
合
併
協
議
会
で

定
め
た
協
定
項
目
を
重
視
し
、
一
日
も
早

い
新
し
い
都
城
市
の
一
体
化
と
発
展
を
願

い
ま
す
。
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、

今
後
一
層
の
行
財
政
改
革
を
進
め
る
と
と

も
に
均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
し
、
市
民
の

期
待
に
応
え
る
た
め
、
市
政
全
般
に
対
し

て
厳
し
い
視
線
で
議
会
の
機
能
を
十
分
に

生
か
し
、
一
層
の
努
力
を
し
ま
す
。
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地
域
協
議
会
委
員
紹
介

任
期　

平
成
20
年
２
月
17
日
〜
平
成
22
年
２
月
16
日

地
域
協
議
会
は
、
地
域
の
こ
と
を
考
え
、
解
決
し
て
い
く
た
め
に
、
合
併
に
よ
る
激
変
緩
和

措
置
と
し
て
、
地
域
自
治
区
に
平
成
24
年
２
月
ま
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

各
総
合
支
所
で
取
り
扱
う
事
務
に
つ
い
て
、市
長
、そ
の
ほ
か
の
機
関
か
ら
諮
問
さ
れ
た
も
の
、

ま
た
は
、
必
要
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
審
議
し
、
市
長
な
ど
へ
意
見
を
述
べ
ま
す
。

ま
た
、
総
合
計
画
な
ど
の
重
要
事
項
に
つ
い
て
決
定
・
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
は
、
市
長

か
ら
意
見
を
求
め
ら
れ
ま
す
。年
４
回
開
催
し
ま
す
が
、必
要
に
応
じ
て
臨
時
に
開
催
し
ま
す
。

ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
お
近
く
の
委
員
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

山
之
口
町
地
域
協
議
会
委
員

（
◎
会
長
・
○
副
会
長
）

公
共
的
団
体
推
薦
委
員

河
野
順
子
（
山
之
口
町
商
工
会
）

仙せ
ん
だ
い臺
洋
（
誘
致
工
業
会
）

連
城
守
（
Ｊ
Ａ
都
城
理
事
）

○
前
田
宏（
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
絡
協
議
会
）

坂
元
由
美
子
（
母
子
保
健
推
進
員
）

紺こ
ん
や家
紀
宏
（
元
農
業
委
員
）

上か
み
も
り森
惇
子
（
Ｊ
Ａ
都
城
山
之
口
支
部
女

性
部
）

野
上
羊
一
（
認
定
農
業
者
協
議
会
）

原
田
利
昭
（
元
山
之
口
町
教
育
委
員
）

木
上
保
（
山
之
口
地
区
体
育
協
会
）

小
山
稔
（
山
之
口
町
自
公
連
）

学
識
経
験
者
委
員

◎
村
岡
純
秋
（
元
山
之
口
町
収
入
役
）

藏
屋
三
郎
（
花
木
地
域
自
公
連
）

公
募
委
員

　

稲
田
安
万
侶

　

永
野
栄
蔵

●
問
い
合
わ
せ

　

山
之
口
総
合
支
所
総
務
課

　

☎
57-

3
1
1
1

高
城
町
地
域
協
議
会
委
員

（
◎
会
長
・
○
副
会
長
）

公
共
的
団
体
推
薦
委
員

内
山
弘
（
第
４
自
治
公
民
館
）

川
島
恭
一
（
高
城
地
区
自
公
連
）

盛
田
春
雄
（
高
城
地
区
自
公
連
）

◎
石
田
了
（
高
城
地
区
自
公
連
）

黒
木
繁
（
四
家
地
区
自
公
連
）

鶴
田
勝
（
高
城
町
商
工
会
）

田
中
昌
子
（
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
）

上
村
サ
チ
子
（
Ｊ
Ａ
都
城
高
城
支
部
）

上
薗
和
德
（
民
生
児
童
委
員
）

田
中
民
男
（
認
定
農
業
者
協
議
会
）

飯
盛
由
起
子
（
農
村
女
性
指
導
士
）

学
識
経
験
者
委
員

　

永
留
理
行
（
市
教
育
相
談
員
）

○
押
川
利
昭
（
前
民
生
児
童
委
員
）

公
募
委
員

　

野
村
勝
由

　

永
峯
秋
雄

●
問
い
合
わ
せ

　

高
城
総
合
支
所
総
務
課

　

☎
58-

2
3
1
1

山
田
町
地
域
協
議
会
委
員

（
◎
会
長
・
○
副
会
長
）

公
共
的
団
体
推
薦
委
員

福
田
一
幸
（
木
之
川
内
地
区
公
民
館
）

石
原
文
雄
（
北
山
田
地
区
公
民
館
）

桂
木
輝
男
（
南
山
田
地
区
公
民
館
）

紺こ
ん
た
に谷
肇
一
（
中
霧
島
地
区
公
民
館
）

今
城
義
隆
（
山
田
町
商
工
会
）

藤
村
伊
久
江
（
山
田
町
商
工
会
）

中
島
哲
郎
（
山
田
地
区
体
育
協
会
）

内
山
晃
（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

戸と
ご
え越
弘
美
（
農
業
委
員
）

中
原
三
代
子
（
民
生
児
童
委
員
）

○
藤
井
和
也
（
Ｊ
Ａ
都
城
理
事
）

学
識
経
験
者
委
員

◎
田
村
工
美
（
元
山
田
町
議
会
議
員
）

　

福
島
末
吉
（
元
山
田
町
議
会
議
員
）

公
募
委
員

　

荒
川
清
文

高こ
う
は
ら原
澄
代

●
問
い
合
わ
せ

　

山
田
総
合
支
所
総
務
課

　

☎
64-

1
1
1
1

高
崎
町
地
域
協
議
会
委
員

（
◎
会
長
・
○
副
会
長
）

公
共
的
団
体
推
薦
委
員

眞ま
が
た方
洋
一
（
高
崎
町
商
工
会
）

兒
玉
振
一
郎
（
高
崎
町
商
工
会
）

村
山
清
子
（
民
生
児
童
委
員
）

有
馬
孝
子
（
芸
術
文
化
協
会
）

鶴
田
輝
夫
（
高
崎
地
区
体
育
協
会
）

石
黒
寅
雄
（
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

蔵
元
操
（
Ｊ
Ａ
都
城
理
事
）

鵜
戸
西
幸
一
（
Ｊ
Ａ
都
城
和
牛
生
産
部

会
）

○
名み

ょ
う
と
う
ぞ
の

頭
園
政
利
（
縄
瀬
地
区
公
民
館
）

小
野
籍
雄
（
東
霧
島
地
区
公
民
館
）

村
橋
宏
昭
（
大
牟
田
地
区
公
民
館
）

学
識
経
験
者
委
員

◎
今
村
勉
（
元
高
崎
町
議
会
議
員
）

　

田
中
節
子
（
元
高
崎
町
教
育
委
員
）

公
募
委
員

　

肥
田
木
逸
男

　

春
村
光
行

●
問
い
合
わ
せ

　

高
崎
総
合
支
所
総
務
課

　

☎
62-

1
1
1
1

※
自
公
連
は
、
自
治
公
民
館
連
絡
協
議
会
の
略
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◉
納
付
場
所

・
次
の
金
融
機
関
の
窓
口

　

宮
崎
銀
行
、
鹿
児
島
銀
行
、
宮

崎
太
陽
銀
行
、
南
日
本
銀
行
、

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、
都
城
信

用
金
庫
、
高
鍋
信
用
金
庫
、
九

州
労
働
金
庫
、
都
城
農
業
協
同

組
合

・
沖
縄
県
を
除
く
九
州
管
内
の
郵

便
局
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

（
取
り
扱
い
は
納
期
限
ま
で
）

・
納
税
課
…
市
県
民
税
、
固
定
資

産
税
、
軽
自
動
車
税

・
保
険
年
金
課
…
国
民
健
康
保
険

税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

・
介
護
保
険
課
…
介
護
保
険
料

・
各
総
合
支
所
、
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー

◉
課
税
内
容
の
問
い
合
わ
せ

【
市
県
民
税
、
軽
自
動
車
税
】

市
民
税
課　

☎
23-

2
1
2
3

【
固
定
資
産
税
】

資
産
税
課　

☎
23-

2
1
2
4

【
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
】

保
険
年
金
課　

☎
23-

2
6
4
2

【
介
護
保
険
料
】

介
護
保
険
課　

☎
23-

2
5
9
6

◉
納
付
の
問
い
合
わ
せ

【
市
県
民
税
、
軽
自
動
車
税
、
固

定
資
産
税
】

納
税
課　

☎
23-

2
1
2
6

【
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
】

保
険
年
金
課　

☎
23-

7
1
4
4

【
介
護
保
険
料
】

介
護
保
険
課　

☎
23-

2
5
9
6

・
山
之
口
総
合
支
所　

　

☎
57-

3
1
1
1

・
高
城
総
合
支
所

　

☎
58-

2
3
1
1

・
山
田
総
合
支
所

　

☎
64-

1
1
1
1

・
高
崎
総
合
支
所

　

☎
62-

1
1
1
1

税
・
保
険
料
の
納
付
に
は
、

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
金
融
機
関
の
窓
口
に
預
金
通
帳
と
届

け
出
印
お
よ
び
納
税（
納
付
）通
知
書
を
持
参
し
、
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
の
翌
月
か
ら
振
り
替
え
開
始
と
な
り
ま
す
が
、
月
末
近

く
に
申
し
込
む
と
、
翌
々
月
か
ら
の
振
り
替
え
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

切
り
取
り
線

平成20年度  市税などの納期限・口座振替日一覧表（普通徴収分）
種類　

　月 固定資産税 市県民税 国民健康保険税 後期高齢者 介護保険料 軽自動車税医療保険料
20年
４月

１期
４月30日（水）

５月 １期
６月２日（月）

６月 １期
６月30日（月）

１期
６月30日（月）

７月 ２期
７月31日（木）

２期
７月31日（木）

１期
７月31日（木）

１期
７月31日（木）

８月 ２期
９月１日（月）

３期
９月１日（月）

２期
９月１日（月）

２期
９月１日（月）

９月 ４期
９月30日（火）

３期
９月30日（火）

３期
９月30日（火）

10月 ３期
10月31日（金）

５期
10月31日（金）

４期
10月31日（金）

４期
10月31日（金）

11月 ６期
12月１日（月）

５期
12月１日（月）

５期
12月１日（月）

12月 ３期
12月25日（木）

７期
12月25日（木）

６期
12月25日（木）

６期
12月25日（木）

21年
１月

４期
２月２日（月）

８期
２月２日（月）

７期
２月２日（月）

７期
２月２日（月）

２月 ４期
３月２日（月）

９期
３月２日（月）

８期
３月２日（月）

８期
３月２日（月）

３月 10期
３月31日（火）

※「納期限」は、納付月の末日（12月は12月25日）です。
　ただし、納期限が土・日曜日、祝日の場合は、その翌日が納期限となります

保存用
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□
ペ
ー
ジ
番
号
や
奥
付
の
著
者

名
な
ど
に
目
印
を
付
け
る

  

自
分
が
読
ん
だ
と
い
う
目
印
の

よ
う
に
、
特
定
の
ペ
ー
ジ
番
号
を

○
で
囲
っ
た
り
、
著
者
名
に
線
を

引
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
図
書
館
で
は
読
書
支
援

機
能
を
導
入
し
て
い
ま
す
の
で
、

読
ん
だ
本
を
記
録
し
た
い
場
合

は
、
こ
う
し
た
支
援
機
能
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　

返
却
後
に
書
き
込
み
な
ど
が
見

つ
か
っ
た
本
は
、
一
つ
ひ
と
つ
手

作
業
で
修
復
作
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
心
無
い
行
為
に

よ
っ
て
多
く
の
時
間
と
経
費
が
費

や
さ
れ
る
こ
と
は
、
結
果
的
に
市

民
の
皆
さ
ん
の
不
利
益
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
れ
ぐ
ら
い
の
印
は
大
丈
夫

だ
ろ
う
」
と
い
う
軽
い
気
持
ち
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
図
書
館
の
本

は
市
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
す
る
本

で
す
。
次
に
借
り
る
人
が
い
る
こ

と
を
考
え
、
借
り
た
時
と
同
じ
状

態
で
返
却
す
る
の
が
図
書
館
利
用

の
最
低
限
の
マ
ナ
ー
で
す
。

　
□
特
定
の
情
報
に
書
き
込
み
を

し
た
り
、
線
を
引
い
た
り
、

切
り
抜
い
た
り
す
る

□
汚
し
た
り
、
ぬ
ら
し
た
り
、

破
い
た
り
し
た
ま
ま
黙
っ
て

返
却
す
る

　

こ
の
よ
う
な
状
態
の
本
は
、
修

繕
し
た
り
、
貸
し
出
し
制
限
を

行
っ
た
り
し
ま
す
の
で
、
返
却
の

際
に
必
ず
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

情
報
誌
や
雑
誌

に
、
ペ
ン
で
下
線
を

引
い
た
り
、
書
き
込

み
を
し
た
り
、
特
定

の
記
事
を
切
り
抜
い

た
り
し
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
本
は

以
後
の
貸
し
出
し
が

で
き
な
く
な
っ
た

り
、
次
に
借
り
た
人

が
不
快
に
思
っ
た
り

し
ま
す
の
で
、
こ
の

よ
う
な
行
為
は
絶

対
に
や
め
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
修
繕
が

で
き
な
い
も
の
は
、

弁
償
し
て
も
ら
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
修
繕
し
て
も
現
状
回
復

で
き
な
い
場
合
な
ど
は
、
弁
償
し

て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

□
た
ば
こ
の
に
お
い
が
染
み
付

い
て
い
る

　

返
却
さ
れ
る
本
の
中
に
は
、
た

ば
こ
の
に
お
い
が
染
み
付
い
て
い

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
に
お
い
を

落
と
す
に
は
数
日
間
か
か
り
、
そ

の
間
は
貸
し
出
し
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
子
ど
も
が
手
に
す
る
児
童

書
に
も
染
み
付
い
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

返
却
す
る
ま
で
、
本
の
管
理
は

借
り
た
人
の
責
任
で
す
。
次
に
手

に
す
る
人
の
こ
と
も
考
え
て
、
大

切
に
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
財
産
が
傷
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す

皆
さ
ん
の
財
産
が
傷
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す

図
書
館
の
本
へ
の
マ
ナ
ー
違
反
が
増
え
て
い
ま
す
！

図
書
館
の
本
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
財
産
で
あ
り
、
後
世
に
残
し
て
い
く

べ
き
市
の
宝
で
す
。
し
か
し
、
最
近
、
図
書
館
の
本
に
印
を
付
け
た
り
、

書
き
込
み
を
し
た
り
す
る
、
マ
ナ
ー
違
反
が
増
え
て
い
ま
す
。

次
に
借
り
る
人
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
よ
う
、
最
低
限
の
公
共
マ

ナ
ー
は
守
り
ま
し
ょ
う
。

 

●
問
い
合
わ
せ　

図
書
館　

☎
22-

０
２
３
９

あなたなら、借りたいと思いますか？
ある投稿雑誌で見つかった書き込みの数々。
最近、こうした心無い行為が増えてきている



2008.4　10

利
用
割
引
券
と
自
己
負
担
が
必
要

温
泉
施
設
の
利
用
助
成
方
法
が
変
わ
り
ま
す

【
利
用
割
引
券
】

・
交
付
枚
数

　

毎
年
１
人
当
た
り
20
枚

・
交
付
対
象
者

　

市
内
に
居
住
し
、
次
の
要
件
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

　
〈
交
付
要
件
〉

①
平
成
20
年
度
中
に
65
歳
以

上
に
な
る
人

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け

て
い
る
65
歳
未
満
の
人

③
身
体
障
害
者
手
帳（
1
・
2

級
）、
療
育
手
帳
Ａ
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

（
1
・
2
級
）
の
交
付
を
受

け
て
い
る
主
た
る
介
護
者

・
交
付
場
所

　
〈
交
付
要
件
①
の
人
〉

　

健
康
長
寿
課
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
、
各
総
合
支
所
健
康

福
祉
課

４
月
１
日
か
ら
、
市
内
の
温
泉
施

設
を
利
用
す
る
場
合
、
共
通
利
用

券
に
変
わ
っ
て
、
利
用
割
引
券
と

自
己
負
担
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
戸
籍
、
住
民
異
動
の
届

け
出
の
際
の
、
第
三
者
の
成
り
済

ま
し
に
よ
る
不
正
な
行
為
を
防
止

す
る
た
め
、
届
け
出
に
来
た
人
の

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
の
提
示

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

5
月
1
日
か
ら
は
、
住
民
基
本

台
帳
法
お
よ
び
戸
籍
法
の
改
正
に

伴
い
、
戸
籍
、
住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
の
証
明
書

の
交
付
申
請
時
に
も
、
窓
口
に
来

た
人
の
本
人
確
認
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
各
種
税
証

明
書
も
同
様
の
取
り
扱
い
に
な
り

ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
大
切
な
個
人
情
報
が

不
正
に
取
得
さ
れ
る
の
を
防
止
す

る
た
め
の
予
防
措
置
で
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課　

☎
23-

2
1
2
8

対
象
と
な
る
証
明
書
の
種
類

・
戸
籍
に
関
す
る
証
明
書

・
住
民
票
の
写
し
な
ど
に
関
す
る

証
明
書

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
各
種
税
証
明
書（
市
民
税
・
納
税
・

固
定
資
産
に
関
す
る
証
明
書
）

・
そ
の
他
証
明
申
請
書

　
〈
交
付
要
件
②
と
③
の
人
〉

　
　

障
害
福
祉
課
、
各
総
合
支
所

健
康
福
祉
課

・
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
身
分
証
明
書
（
健
康
保

険
証
、
運
転
免
許
証
、
身
体
障
害

者
手
帳
な
ど
）

　

な
お
、
代
理
申
請
の
場
合
は
、

委
任
状
、
交
付
対
象
者
と
代
理
人

の
印
鑑
と
身
分
証
明
書
が
必
要
で

す
。

【
利
用
で
き
る
温
泉
施
設
】

青
井
岳
温
泉
、
観
音
さ
く
ら
の

里
、
か
か
し
の
里
ゆ
ぽ
っ
ぽ
、

や
ま
だ
温
泉
、
ラ
ス
パ
た
か
ざ

き
【
利
用
方
法
】

１
枚
ご
と
に
記
名
も
し

く
は
押
印
し
、
交
付
番

号
が
付
さ
れ
ま
す

●
問
い
合
わ
せ

健
康
長
寿
課　

☎
23-

3
1
0
2

障
害
福
祉
課　

☎
23-

2
9
8
0

入浴の種類 割引券
の枚数

自己
負担額 利用できる施設

１回浴 １枚 100 円 ５施設共通

１日浴 １枚 300 円 ５施設共通

介護浴・福祉浴 ４枚 300 円 観音さくらの里

家族風呂 ３枚 100 円 ラスパたかざき

プール １枚 100 円 観音さくらの里、ラスパたかざき

温泉とプール １枚 300 円 観音さくらの里、ラスパたかざき

本
人
確
認
の
方
法

①
運
転
免
許
証
、
旅
券
な
ど
の
官

公
署
の
発
行
す
る
顔
写
真
入
り

証
明
書
で
確
認

②
本
人
で
あ
る
こ
と
を
推
測
で
き

る
書
類
で
確
認

※
健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
本
人

で
あ
れ
ば
持
っ
て
い
る
可
能
性

が
高
い
書
類
を
２
種
類
以
上
窓

口
で
提
示
し
て
い
た
だ
き
ま
す

③
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
が
な

い
場
合

・
戸
籍
届
は
、
特
定
の
戸
籍
の
届

出
人
に
対
し
て
、
①
の
方
法
で

本
人
確
認
を
行
っ
た
場
合
を
除

き
、
届
け
出
が
受
理
さ
れ
た
こ

と
を
文
書
で
通
知
し
ま
す

・
住
民
異
動
届
は
、
口
頭
で
質
問

す
る
な
ど
の
方
法
で
本
人
確
認

し
、
届
け
出
が
受
理
さ
れ
た
こ

と
を
文
書
で
通
知
し
ま
す

・
証
明
書
を
申
請
す
る
と
き
は
、

口
頭
で
質
問
す
る
な
ど
の
方
法

で
本
人
確
認
し
ま
す

④
代
理
人
が
窓
口
に
来
る
場
合

　

証
明
を
必
要
と
す
る
人
の
委
任

状
と
代
理
人
の
本
人
確
認
書
類

が
必
要
で
す

５
月
１
日
か
ら
証
明
書
交
付
な
ど
を
申
請
す
る
際
に

５
月
１
日
か
ら
証
明
書
交
付
な
ど
を
申
請
す
る
際
に

本
人
確
認

本
人
確
認
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
必
要
に
な
り
ま
す

〈 見  本 〉
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新新「「都城学校給食センター都城学校給食センター」」が稼動します！が稼動します！
　４月から、横市町に完成した新「都城学校給食センター」で旧都城市内の小学校19校、中学校10校への給
食の配食（約1万2,400食）を始めます。
　新センターは、国の衛生管理基準に対応できる最新の調理機器を備えた施設です。今後は、その機能を活
用して、21世紀を担う子どもたちに安心・安全でおいしい学校給食を提供するとともに、「食育」の拠点とし
て、子どもたちや市民の食生活の改善と普及にも寄与していきます。

●問い合わせ
　都城学校給食センター　☎ 23-2617

病
後
児
保
育
っ
て
何
？

　
「
仕
事
で
家
を
留
守
に
す
る
け

ど
、
け
が
を
し
た
子
ど
も
を
預
け

ら
れ
る
所
が
な
く
て
…
」「
熱
が

下
が
っ
た
か
ら
仕
事
に
行
き
た
い

け
ど
、
保
育
園
に
預
け
る
に
は
ま

だ
ち
ょ
っ
と
早
そ
う
」
そ
ん
な
子

育
て
中
の
保
護
者
の
味
方
が
病
後

児
保
育
事
業
で
す
。

　

市
で
は
、
子
育
て
支
援
事
業
の

一
つ
と
し
て
、
け
が
や
病
気
の
回

復
期
に
あ
る
乳
幼
児
や
小
学
校
低

学
年
の
児
童
を
対
象
に
、
病
後
児

保
育
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
保
護
者
が
仕
事
の
都

合
な
ど
で
子
ど
も
を
自
宅
で
面
倒

を
見
ら
れ
な
い
と
き
に
、
子
ど
も

を
一
時
的
に
預
か
り
、
保
護
者
の

子
育
て
と
就
労
の
両
立
を
支
援
す

る
事
業
で
、
児
童
の
健
全
育
成
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
現
在
、
市
が
委
託

し
て
い
る
吉
井
病
児
園
「
お
ひ
さ

ま
」
で
病
後
児
保
育
を
行
っ
て
い

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課　

☎
23-

2
6
8
4

●
対
象　

0
歳
〜
小
学
校
3
年
生

●
利
用
時
間

【
平　

日
】
9
時
〜
18
時

【
土
曜
日
】
9
時
〜
12
時

　

※
日
曜
日
、
祝
日
、
お
盆
期
間

年
末
年
始
は
休
み
ま
す

●
定
員　

1
日
4
人

●
利
用
料
金

　

1
日
当
た
り
1
、5
0
0
円

●
利
用
方
法

・
前
日
ま
た
は
当
日
、
吉
井
病
児

園
に
予
約
が
必
要
で
す
。
当
日

ま
た
は
前
日
に
医
療
協
力
機
関

（
冨
田
医
院
）
で
受
診
し
た
上

で
の
預
か
り
と
な
り
ま
す

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
み
ず
ぼ
う

そ
う
、
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風

邪
な
ど
の
感
染
症
や
法
定
伝
染

病
に
か
か
っ
て
い
る
場
合
は
、

預
か
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

・
預
か
り
後
、
病
状
が
悪
化
し
た

と
き
な
ど
は
、
保
護
者
へ
連
絡

し
、
迎
え
を
お
願
い
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す

※
施
設
の
見
学
も
可
能
で
す
。

　

事
前
に
電
話
連
絡
く
だ
さ
い

●
持
参
す
る
も
の

　

健
康
保
険
証
、
母
子
手
帳
、
印

鑑
、
昼
食（
弁
当
、
ミ
ル
ク
な

ど
）、
着
替
え
、
お
む
つ
、
薬

な
ど

保育士、看護師の資格を持つ４人
のスタッフが対応しています

吉
井
病
児
園
「
お
ひ
さ
ま
」（
千
町
）　

☎
25 -

１
８
４
９

元
気
に
な
る
ま
で
預
か
り
ま
す

病
後
児
保
育
を
実
施
中

病
後
児
保
育
を
実
施
中
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まちの話題 まちの話題 

み
や
こ
ん
じ
ょ
か
ら
世
界
を
見
よ
う

 
国
際
化
講
演
会

　

国
際
化
が
進
む
中
、
市
民
に
も
国
際
貢

献
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
2
月

23
日
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
で
国
際

化
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。「
国
際
理

解
に
対
す
る
高
校
生
の
主
張
」
や
英
語
弁

論
の
全
国
大
会
で
入
賞
し
た
西
之
村
薫
さ

ん
と
重
信
美
琴
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ
に
続

き
、
都
城
市
と
三
股
町
の
国
際
交
流
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
特
色
や
都
城
の
印
象
な

ど
を
紹
介
。
基
調
講
演
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

副
理
事
長
の
大
島
賢
三
さ
ん
が「
国
際
交

流
を
日
本
の
文
化
に
」
と
題
し
、
日
本
の

地
位
を
維
持
し
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、

若
い
人
材
の
育
成
が
必
要
と
訴
え
ま
し
た
。

迫
力
あ
る
プ
レ
ー
に
大
歓
声

 

プ
ロ
野
球
オ
ー
プ
ン
戦

　

春
一
番
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
強
風
が
吹

く
中
、
2
月
23
日
、
都
城
運
動
公
園
野
球

場
で
恒
例
の
プ
ロ
野
球
オ
ー
プ
ン
戦
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
広
島
東
洋
カ
ー

プ
と
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
が
対

戦
。
迫
力
あ
る
プ
レ
ー
を
見
よ
う
と
、
家

族
連
れ
や
野
球
少
年
ら
約
4
、7
0
0
人

が
訪
れ
、
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
や
ヒ
ッ
ト
が

出
る
た
び
に
、
ス
タ
ン
ド
か
ら
大
き
な
歓

声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
西
小
野
球
少
年

団
の
中
村
拓
也
く
ん
は
「
毎
年
観
戦
し
て

い
ま
す
。プ
ロ
は
動
き
が
早
く
て
す
ご
い
。

将
来
プ
ロ
選
手
に
な
れ
る
よ
う
練
習
を
頑

張
り
ま
す
」と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

見
つ
け
よ
う
！　

新
し
い
自
分

 

第
２
回
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
2
月
24

日
か
ら
3
月
2
日
ま
で
、
ウ
エ
ル
ネ
ス
交

流
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
見
つ

け
よ
う
！　

あ
な
た
の
生
き
が
い　

夢　

希
望
」
を
テ
ー
マ
に
、「
き
ら
り
☆
発
見
１

日
体
験
教
室
」
や
作
品
展
「
わ
た
し
と
あ

な
た
の
キ
ラ
リ
展
」、
ス
テ
ー
ジ
発
表
会

「
わ
た
し
ス
テ
キ
で
シ
ョ
ー
」、「
子
ど
も

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
、
来
場
者
は
さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学

習
を
体
験
。
苔こ

け

玉
作
り
教
室
に
参
加
し
た

高
橋
サ
エ
子
さ
ん（
年
見
町
）は
「
意
外
と

簡
単
に
で
き
ま
し
た
。
友
人
に
も
教
え
て

あ
げ
た
い
」
と
満
足
そ
う
で
し
た
。

甘
く
て
新
鮮
な
い
ち
ご
に
長
蛇
の
列

 

高
崎
い
ち
ご
祭
り

　

今
年
で
6
回
目
と
な
る
高
崎
い
ち
ご
祭

り
が
2
月
24
日
、
ラ
ス
パ
た
か
ざ
き
温
泉

交
流
セ
ン
タ
ー
横
の
多
目
的
広
場
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
地
元
の
い
ち
ご
農
家
が
丹
精

込
め
て
作
っ
た
甘
く
て
新
鮮
な
い
ち
ご

「
さ
が
ほ
の
か
」を
市
価
よ
り
安
く
買
え
る

と
あ
っ
て
、
早
朝
か
ら
多
く
の
買
い
物
客

が
来
場
。
売
場
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き
、

準
備
さ
れ
た
1
、3
0
0
パ
ッ
ク
が
開
始

1
時
間
ほ
ど
で
売
り
切
れ
る
盛
況
ぶ
り
で

し
た
。
高
崎
町
大
牟
田
地
区
の
竹
山
イ
ツ

子
さ
ん
は
「
長
い
時
間
待
っ
て
や
っ
と
買

え
ま
し
た
。
新
鮮
な
の
で
い
つ
食
べ
て
も

お
い
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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都城市ホームページの「まちの話題Web版」もご覧ください 

City  Topics 

み
ん
な
で
伝
承　

地
域
の
宝

 

第
１
回
都
城
民
俗
芸
能
祭

　

市
内
の
民
俗
芸
能
保
存
会
82
団
体
が
合

併
し
、
新
都
城
民
俗
芸
能
保
存
連
合
会
と

し
て
出
発
す
る
の
を
記
念
し
て
、
3
月
2

日
、
総
合
文
化
ホ
ー
ル
で
都
城
民
俗
芸
能

祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。
結
成
式
典
に
続

き
、豊
作
を
祈
る
「
太
郎
踊
」
や
「
俵
踊
」、

ソ
バ
の
産
地
に
伝
わ
る
「
そ
ば
切
り
踊
」、

勇
壮
な
「
熊
襲
踊
」
や
「
棒
踊
」、
春
祭

り
で
踊
ら
れ
る
「
ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
踊
」
な

ど
9
団
体
が
春
夏
秋
冬
に
分
か
れ
て
芸
能

を
披
露
。
新
保
存
連
合
会
の
田
中
義
輝
会

長
は
「
ど
の
保
存
会
も
後
継
者
不
足
が
課

題
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
継
承
活
動

に
力
を
入
れ
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
支
え
合
う
福
祉
へ

 

み
や
こ
ん
じ
ょ
福
祉
ま
つ
り
２
０
０
８

　

新
市
に
な
っ
て
初
め
て
の「
み
や
こ
ん

じ
ょ
福
祉
ま
つ
り
」
が
3
月
2
日
、
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
主
会
場
に
開
か
れ

ま
し
た
。
福
祉
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
人
に
も
広
く
福
祉
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
お
う
と
、
実
行
委
員
会
が
趣
向
を
凝

ら
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
。
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
に
よ
る
歌
や
踊
り
の
披
露
、
出
店
の

ほ
か
、
点
字
や
要
約
筆
記
の
体
験
、
健
康

相
談
も
あ
り
、
多
く
の
人
が
ま
つ
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。
長
沼
哲
太
く
ん（
都
城
西

高
1
年
）
は
「
自
分
の
声
が
人
の
役
に
立

つ
の
は
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
熱
心
に
音

訳
体
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

カ
ル
タ
を
通
し
て
郷
土
を
学
ぼ
う

 

「
郷
土
カ
ル
タ
」
が
完
成

　

遊
び
を
通
じ
て
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を

学
ん
で
も
ら
お
う
と
市
が
企
画
し
た
「
郷

土
カ
ル
タ
」
が
完
成
し
、
読
み
札
が
最
も

多
く
採
用
さ
れ
た
明
和
小
学
校
で
3
月
5

日
、
表
彰
式
と
カ
ル
タ
の
披
露
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
都
城
の
自
然
や
郷
土
芸
能
を

歌
っ
た
46
首
の
読
み
札
と
、
水
彩
や
ク
レ

ヨ
ン
、
は
り
絵
な
ど
で
素
朴
な
絵
が
描
か

れ
た
絵
札
は
市
内
の
小
学
生
の
作
品
。
今

後
、
学
校
の
教
材
と
し
て
活
用
さ
れ
ま

す
。
読
み
札
が
採
用
さ
れ
た
6
年
の
坂
下

和か
ず

椰や

く
ん
は
「
都
城
の
こ
と
が
い
ろ
い
ろ

分
か
っ
た
。
遊
び
を
通
し
て
も
っ
と
学
び

た
い
」
と
受
賞
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

オ
ペ
ラ
文
化
向
上
を
目
指
し
て
 10
周
年

 

都
城
シ
テ
ィ
オ
ペ
ラ
記
念
公
演

　

3
月
9
日
、
都
城
シ
テ
ィ
オ
ペ
ラ
10
周

年
記
念
公
演「
カ
ル
メ
ン
」
が
総
合
文
化

ホ
ー
ル
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
9
年

か
ら
声
楽
や
演
技
講
習
会
、
子
ど
も
参
加

の
オ
ペ
ラ
上
演
な
ど
多
彩
な
活
動
を
展
開

し
て
い
る
都
城
シ
テ
ィ
オ
ペ
ラ
。
今
回
の

公
演
は
、
本
市
出
身
の
岡
崎
實
俊
さ
ん
が

公
演
監
督
、
結
成
以
来
の
音
楽
監
督
で
あ

る
青
木
美
稚
子
さ
ん
が
主
役
カ
ル
メ
ン
を

務
め
、
脇
を
固
め
る
市
民
ら
総
勢
2
0
0

人
と
と
も
に
華
や
か
な
舞
台
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。
吉
留
継
男
代
表
は「
こ
れ
か
ら

も
都
城
の
オ
ペ
ラ
文
化
向
上
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

む
か
い
か
ぜ

う
け
て
き
た
え
る

き
り
し
ま
お
ろ
し

 

坂
下
和
椰
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今
年
初
め
か
ら
首
相
官
邸
に
飾
ら
れ

て
い
る
ち
ぎ
り
絵「
愁う

れ
い

」を
作
製

し
た
木
下
ツ
ユ
子
さ
ん（
下
長
飯
町
・

61
歳
）。１
年
以
上
か
け
て
完
成
さ
せ

た
こ
の
大
作
は
、高
千
穂
峰
を
背
景
に
、

金
御
岳
に
咲
く
色
鮮
や
か
な
桜
の
花
を

描
い
た
心
温
ま
る
作
品
で
、
訪
れ
る
人

の
目
を
楽
し
ま
せ
、
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
て
い
る
と
、
今
回
、
福
田
首
相
か
ら

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

木
下
さ
ん
と
ち
ぎ
り
絵
と
の
出
会
い

は
、
隣
家
の
玄
関
に
飾
っ
て
あ
っ
た
ポ

ピ
ー
の
花
の
ち
ぎ
り
絵
。
き
れ
い
だ
な

と
感
じ
、
近
所
で
開
か
れ
て
い
た
ち
ぎ

り
絵
教
室
の
門
を
た
た
い
た
の
が
20
年

前
。「
準
備
に
２
、３
カ
月
か
か
る
こ
と

も
あ
る
。
一
度
張
っ
た
和
紙
を
は
が
す

こ
と
も
度
々
。
で
も
、
張
っ
て
い
る
と

き
が
一
番
無
心
に
な
れ
楽
し
い
」
と
ち

ぎ
り
絵
の
魅
力
に
、
時
に
は
時
間
を
忘

れ
て
徹
夜
す
る
こ
と
も
。
ま
た
、
自
宅

で
ち
ぎ
り
絵
教
室
を
開
い
た
り
、
生
涯

学
習
講
座
の
講
師
を
し
た
り
し
て
ち
ぎ

り
絵
の
普
及
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
官
邸
に
飾
ら
れ
て
い
る
の
は
、

日
本
和
紙
ち
ぎ
り
絵
協
会
主
催
の
和
展

で
全
国
手
す
き
和
紙
連
合
会
賞
に
入
賞

し
た
作
品
を
、
同
協
会
の
依
頼
で
提
供

し
た
も
の
。「
風
景
画
が
好
き
で
、
都

城
の
桜
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
か
っ
た
。
花

び
ら
１
枚
１
枚
張
っ
て
い
く
の
に
、
な

か
な
か
思
っ
た
色
が
出
せ
な
く
て
苦
労

し
た
。
こ
の
作
品
で
首
相
の
心
労
が
少

し
で
も
和
ら
げ
ば
」と
話
す
木
下
さ
ん
。

　
「
ち
ぎ
り
絵
は
手
の
温
も
り
が
伝
わ

る
芸
術
。
絵
が
不
得
意
な
人
で
も
取
り

組
み
や
す
い
の
で
、
多
く
の
人
に
味

わ
っ
て
ほ
し
い
。
こ
れ
か
ら
は
社
会
的

な
出
来
事
を
ち
ぎ
り
絵
に
し
て
み
た

い
」
と
夢
を
語
る
木
下
さ
ん
で
す
。

都城の桜を描いたちぎり絵に首相からの感謝状が届いた

木
きのした

下 ツユ子さん

Scenery of a person

首相官邸に飾られている
ちぎり絵「愁」
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◎みやこのじょうさんか　　　　　　　　　　　　　Letters To Miyakonojo

学校へ行こう
Profi le プロフィル

I'm proud of my school

「
は
ば
た
け
、

 

高
城
中
学
校
、大
空
へ
」

 

高
城
中
学
校
生
徒
会

　

僕
は
昭
和
59
年
都
城
に
生
ま

れ
、
高
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
18

年
間
を
こ
の
地
で
過
ご
し
た
。
バ

イ
ク
好
き
の
父
の
影
響
で
5
歳
か

ら
モ
ト
ク
ロ
ス
を
始
め
た
。
モ
ト

ク
ロ
ス
と
辞
書
で
引
く
と【
オ
ー

ト
バ
イ
レ
ー
ス
の
一
。
山
野
の
荒

れ
地
に
設
定
さ
れ
た
コ
ー
ス
を

走
っ
て
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
も
の
】

と
あ
る
。
簡
単
に
言
う
と
、
凸
凹

の
コ
ー
ス
を
飛
ん
だ
り
跳
ね
た
り

し
な
が
ら
速
さ
を
競
う
競
技
だ
。

現
在
僕
は
幸
運
な
こ
と
に
、
プ
ロ

の
モ
ト
ク
ロ
ス
ラ
イ
ダ
ー
と
い

う
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
夢
だ
っ
た

職
業
に
就
い
て
い
る
。
主
な
活
動

は
全
日
本
モ
ト
ク
ロ
ス
選
手
権
へ

の
参
戦
だ
。
レ
ー
ス
は
年
10
回
、

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
。
年
間

ポ
イ
ン
ト
制
で
争
わ
れ
、
僕
は
昨

年
参
戦
し
た
Ｉ
Ａ
2
ク
ラ
ス
で
、

年
間
ラ
ン
キ
ン
グ
3
位
と
い
う
成

績
を
収
め
た
。
今
年
は
さ
ら
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
、
国
内
最
高
峰

の
Ｉ
Ａ
1
ク
ラ
ス
に
参
戦
す
る
。

　

都
城
を
離
れ
、
所
属
す
る
ヤ
マ

ハ
発
動
機
の
あ
る
静
岡
に
移
り
住

ん
で
、
は
や
6
年
が
た
つ
。
プ
ロ

の
道
は
想
像
以
上
に
険
し
く
、
け

が
に
泣
い
た
り
も
し
た
。
ワ
ン

シ
ー
ズ
ン
に
3
回
も
骨
折
し
、
目

標
を
見
失
い
か
け
た
こ
と
も
あ
っ

た
。
プ
ロ
の
世
界
は
厳
し
い
。
そ

ん
な
時
や
は
り
思
い
出
す
の
は
都

城
の
人
た
ち
の
こ
と
だ
。
都
城
人

は
何
と
い
っ
て
も
温
か
い
。
電
話

で
都
城
弁
を
聞
く
だ
け
で
癒
さ
れ

る
。
最
近
は
東
国
原
知
事
の
活
躍

も
あ
り
、
テ
レ
ビ
で
都
城
弁
を
耳

に
す
る
こ
と
も
増
え
、
陰
な
が
ら

都
城
の
発
展
を
う
れ
し
く
思
う
。

　

今
の
僕
が
あ
る
の
は
、
小
さ
い

こ
ろ
モ
ト
ク
ロ
ス
と
い
う
最
高
の

「
遊
び
」
を
僕
に
教
え
て
く
れ
た

家
族
、
支
え
て
く
れ
た
友
人
が
こ

の
地
に
い
た
か
ら
だ
。
最
近
は
都

城
弁
も
抜
け
つ
つ
あ
る
が
、
帰
省

し
た
り
、
電
話
で
話
し
た
り
す
る

と
一
瞬
で
都
城
人
に
戻
る（
笑
）。

僕
は
一
生
都
城
人
で
あ
り
た
い
。

　

一
、
あ
い
さ
つ
を
活
発
に
す
る

　

二
、
校
歌
を
誇
り
に
思
う

　

三
、
校
則
を
守
る

　

と
い
う
３
つ
の
柱
が
高
城
中
学

校
生
徒
会
の
目
標
で
す
。

　

現
在
の
高
城
中
学
校
は
、
生
徒

会
総
務
を
中
心
に
朝
の
あ
い
さ
つ

運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
運

動
は
、
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
場
で
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
一
日
は
あ
い
さ

つ
で
ス
タ
ー
ト
し
、
あ
い
さ
つ
で

終
わ
り
ま
す
。
高
城
中
学
校
の
あ

い
さ
つ
は
、
ど
こ
の
学
校
に
も
負

け
な
い
、
さ
わ
や
か
で
明
る
い
あ

い
さ
つ
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
学
習
面
で
は

ス
ー
パ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
と

い
う
全
校
で
同
じ
問
題
に
挑
戦

し
、
ク
ラ
ス
で
競
い
合
う
、
学
力

向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
高
城
中
学
校
は
、「
学

力
向
上
優
秀
実
践
校
」
の
表
彰
を

受
け
る
な
ど
、
少
し
ず
つ
で
す
が

生
徒
一
人
ひ
と
り
の
学
力
が
つ
い

て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
19
年
度
に
一

番
輝
い
た
出
来
事
は
部
活
動
で

す
。
都
城
地
区
中
学
校
秋

季
体
育
大
会
で
の
野
球
部

の
優
勝
や
吹
奏
楽
部
の
九

州
大
会
出
場
な
ど
、
数
々

の
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。
高
城
中
学
校
の
部

活
動
生
は
、
大
会
に
向
け

て
毎
日
汗
を
流
し
な
が
ら

真
剣
に
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
ん

な
高
城
中
学
校
を
誇
り
に
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
高
城
中
学
校

の
あ
い
さ
つ
の
輪
を
広
げ
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
主
役
の
学
校
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
悔

い
の
な
い
楽
し
い
中
学
校
生
活
を

過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
努
力
の
分
だ
け
、
花
が
咲
く
」 

昭和59年生まれ。乙房町出身。プロモトクロスバイクラ
イダー。平成13年国際Ｂ級125ccでチャンピオン獲得。
翌年国際Ａ級昇格。現在Jubiloレーシングチーム所属。
ブログ「…ONE STEP AWAY!!」
http://blog.livedoor.jp/gogo_kugimuratadashi/

釘村　忠第28回

高城中学校
◎高城町穂満坊115-1 ☎58-2303

釘
村 

忠 

さ
ん

（くぎむら　ただし）
Takajo Junior High SchoolTakajo Junior High School

◎学校のシンボル
「校章の鷹」
　高城中学校の校章は、鷹をモチー
フにした金色の校章です。高城中
学校のシンボルである鷹が、高千
穂峰をバックに大空を舞う姿を表
現することで、大きく羽ばたくよ
うにと生徒たちを鼓舞しています。

【
Ⅰ
♥
都
城
】

LOVE

PHOTO：イーストエンドモトクロス
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暮らしの情報
 

募　

集

Recruitm
ent

国
家
公
務
員
Ⅱ
種
試
験

●
受
験
資
格　

①
昭
和
54
年
4
月
2

日
〜
62
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人 

②
昭
和
62
年
4
月
2
日
以
降
の
生
ま

れ
で
平
成
21
年
3
月
ま
で
に
大
学
・

短
大
・
高
専
を
卒
業（
卒
業
見
込
み
）

の
人
、
お
よ
び
人
事
院
が
同
等
と
認

め
る
人

●
受
付　

4
月
11
日
㈮
〜
22
日
㈫

●
第
１
次
試
験　

6
月
22
日
㈰

●
問　

詳
し
く
は
人
事
院
九
州
事
務

局（
〒
812-

0
0
1
3  

福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
東
2-

11-

1
）

☎
0
9
2-

4
3
1-

7
7
3
3

都
城
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

　

工
具
や
器
具
の
取
り
扱
い
、
ア
イ

デ
ア
の
探
し
方
、
設
計
・
製
作
な
ど

に
つ
い
て
学
習
し
、
ク
ラ
ブ
員
の
創

意
工
夫
や
自
主
性
を
生
か
し
た
ア
イ

デ
ア
工
作
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
・
場
所　

5
月
〜
平
成
21
年

2
月
の
毎
月
第
1
・
3
土
曜
日

13
時
30
分
〜
17
時

カ
ン
ガ
エ
ー
ル
プ
ラ
ザ（
年
見
町
）

●
対
象
・
定
員　

都
城
市
・
三
股
町

の
小
学
3
〜
6
年
生
で
、
年
間
を
通

し
て
参
加
で
き
る
児
童
、
60
人

●
費
用　

年
間
4
、0
0
0
円

●
申
・
問　

学
校
に
配
布
さ
れ
た
入

会
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
4
月
17
日
㈭
ま
で
に
各
学
校
の

担
任
ま
た
は
工
業
振
興
課
内
都
城
少

年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎
23-

2
7
5
3

 

催　

し

Event

ふ
る
さ
と
就
職
説
明
会（
無
料
）

　

企
業
と
の
個
別
面
談
会
や
人
材
バ

ン
ク
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

事
前
手
続
き
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望

者
、
新
規
卒
業
予
定
者

●
日
程
・
会
場

4
／
19
㈯
東
京（
都
道
府
県
会
館
1
階
）

5
／
10
㈯
福
岡（
天
神
ビ
ル
11
階
）

5
／
24
㈯
大
阪（
大
阪
駅
前
第
3
ビ
ル
）

●
時
間　

12
時
〜
16
時

●
問　

宮
崎
県
労
働
政
策
課

　
　
　

☎
0
9
8
5-

26-

7
1
0
9

こ
ど
も
映
写
会

　
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間（
4
月
23

日
〜
5
月
12
日
）」
の
行
事
と
し
て
、

名
作
図
書
な
ど
を
映
像
化
し
た
作
品

の
映
写
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

4
月
26
日
㈯　

　
　
　
　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

図
書
館
3
階
大
会
議
室

●
内
容　

か
ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
、

猫
の
事
務
所
、
ゆ
う
か
ん
な
十
人
の

き
ょ
う
だ
い
ほ
か

●
対
象　

小
学
3
年
生
以
下

●
問　

図
書
館　

☎
22-

0
2
3
9

健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ（
無
料
）

　

健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
開
催

し
ま
す
。
事
前
に
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
日
時　

4
月
27
日
㈰　

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時

※
雨
天
時
は
中
止

●
集
合
場
所　

観
音
池
公
園
リ
フ
ト

　
　
　
　
　
　

下
駐
車
場

●
コ
ー
ス　

観
音
池
公
園
周
辺

　
　
　
　
　

約
6
㌔

●
定
員　

3
0
0
人　

●
持
参
品　

弁
当
、
飲
み
物

●
申
・
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
7
6
5

 

講
座・教
室

Course

・Class

竹
楽
館
陶
芸
教
室

●
期
間　

5
月
10
日
㈯
〜
平
成
21
年

4
月
ま
で
の
毎
週
土
曜
日（
月
4
回
）

　

午
前
の
部　

10
時
〜
12
時

　

午
後
の
部　

14
時
〜
16
時

●
定
員　

各
15
人

●
受
講
料　

月
額
3
、0
0
0
円

※
焼
成
代
別（
1
㌘
1
円
。
50
㌘
以

下
は
一
律
50
円
）

●
内
容　

手
ま
わ
し
ろ
く
ろ
を
使
っ

た
ひ
も
づ
く
り
、
た
た
ら
づ
く
り
、

玉
づ
く
り
、
絵
付
け
な
ど

●
場
所
・
問　

4
月
30
日
㈬
ま
で
に

　

竹
楽
館（
高
城
町
石
山
）

　

☎
58-

6
1
5
0

パ
パ
マ
マ
教
室

●
日
時　

4
月
20
日
㈰

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
対
象　

妊
娠
中
の
人
お
よ
び
そ
の

家
族

※
夫
婦
で
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す

●
内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入

れ
方
実
習
、
パ
パ
の
妊
婦
疑
似
体
験

●
定
員　

12
組　

※
要
申
込

●
申
・
問　

こ
ど
も
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
6
8
4

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

視
覚
障
が
い
者
へ
の
情
報
提
供
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
点
字
図
書
、
資
料
製

作
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
で
す
。

●
日
時　

5
月
14
日
〜
平
成
21
年
3

月
11
日
の
水
曜
日（
全
22
回
）

10
時
〜
12
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

都
城
市
ま
た
は
三
股
町
に

居
住
す
る
、
18
歳
〜
65
歳
の
人
で
、

講
座
終
了
後
に
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
で
き
る
人

※
点
訳
活
動
に
は
パ
ソ
コ
ン
が
必
要

●
定
員　

20
人（
先
着
順
）

●
受
講
料　

無
料（
教
材
費
と
し
て

1
、2
0
0
円
必
要
）

●
申
・
問　

5
月
7
日
㈬
ま
で
に

　

点
字
図
書
館　

☎
26-

1
9
4
8
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Information 申は申し込み先、問は問い合わせ先の略です。

中
央
公
民
館
主
催
教
室

　

成
人
を
対
象
に
6
月
〜
翌
年
3
月

ま
で
開
講
し
ま
す
。

●
教
室
名
・
日
時
・
定
員
・
講
師

（
敬
称
略
）

英
会
話　

金
曜
日（
月
3
回
）

19
時
30
分
〜
21
時
30
分
、
20
人

柿
木
正
路

健
康
体
操　

第
2
・
4
木
曜
日

10
時
〜
12
時
、
20
人

山
下
美
幸

水
彩
画　

第
1
・
3
土
曜
日

13
時
30
分
〜
16
時
30
分
、
15
人

川
越
勇
美

山
野
草
コ
ケ
玉
作
り　

第
2
・
4
水
曜
日

13
時
〜
15
時
、
15
人

原
口　

学

陶
芸　

第
2
・
4
金
曜
日

10
時
〜
12
時
、
15
人

古
澤
幸
弘

七
宝
焼　

第
1
・
3
木
曜
日

19
時
〜
22
時
、
20
人

速
見
綱
三
郎

押
し
花　

第
1
・
3
月
曜
日

10
時
〜
12
時
、
15
人

堀
川
淳
子

ハ
ー
ブ
の
あ
る
生
活　

第
2
水
曜
日

10
時
〜
12
時
、
20
人

永
田
昭
子

●
受
講
料　

年
間
5
、0
0
0
円
程

度（
教
材
費
、
材
料
費
は
別
途
）

●
そ
の
他　

定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。
申
し
込
み
少
数
で
、
開

設
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

●
申
・
問　

4
月
21
日
㈪
〜
5
月
9

日
㈮
に
中
央
公
民
館

☎
24-

5
9
6
9

障
害
者
趣
味
の
教
室

　

市
内
に
居
住
す
る
障
が
い
が
あ
る

人
を
対
象
に
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

●
教
室
・
日
程
・
講
師（
敬
称
略
）

料
理　

第
1
・
3
火
曜
日

藤
崎　

久
美
子

書
道　

第
2
・
4
火
曜
日

藤
井　

敬
山

手
芸　

第
2
・
4
木
曜
日

猪
ヶ
倉　

タ
エ
子

●
時
間　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

総
合
福
祉
会
館

●
受
講
料　

無
料

※
材
料
費
な
ど
実
費

　

一
カ
月
1
、0
0
0
円
程
度
必
要

●
申
・
問　

障
害
福
祉
課

☎
23-

2
9
8
0 
Fax 

24-

1
1
8
8

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　

視
覚
障
が
い
者
へ
の
情
報
提
供
を

サ
ポ
ー
ト
す
る「
声
の
図
書
」製
作

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
で
す
。

●
日
時　

5
月
14
日
〜
平
成
21
年
3

月
11
日
の
水
曜
日（
全
24
回
）

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

都
城
市
ま
た
は
三
股
町
に

居
住
す
る
、
18
歳
〜
65
歳
の
人
で
、

講
座
終
了
後
に
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
で
き
る
人

●
定
員　

20
人（
先
着
順
）

●
受
講
料　

無
料（
教
材
費
と
し
て

6
0
0
円
必
要
）

●
申
・
問　

5
月
7
日
㈬
ま
で
に

　

点
字
図
書
館　

☎
26-

1
9
4
8

高
齢
者「
趣
味
の
教
室
」

●
期
間　

5
月
〜
平
成
21
年
3
月

●
対
象　

満
65
歳
以
上
の
人（
昭
和

18
年
3
月
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）

●
教
室
・
定
員
・
日
程

書　

道

20
人
第
1
・
3
月
曜
日

園　

芸

20
人
第
3
火
曜
日

ち
ぎ
り
絵
20
人
第
1
・
3
水
曜
日

英
会
話

20
人
第
2
・
4
水
曜
日

パ
ソ
コ
ン

15
人
第
2
水
曜
日

民　

謡

20
人
第
1
・
3
木
曜
日

舞　

踊

20
人
第
2
・
4
木
曜
日

健　

康

20
人
第
1
・
3
金
曜
日

料　

理

20
人
第
2
・
4
金
曜
日

●
時
間　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
受
講
料　

無
料（
材
料
代
別
途
）

●
そ
の
他　

今
ま
で
に
受
講
し
た
教

室
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
。
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。
申
し

込
み
の
際
は
、
総
合
福
祉
会
館
へ
直

接
お
い
で
く
だ
さ
い

●
申
・
問　

4
月
21
日
㈪
ま
で
に

総
合
福
祉
会
館　

☎
23-

5
1
5
9

玉
掛
け
技
能
講
習
会

●
日
時　

5
月
15
日
㈭
〜
18
日
㈰　

　
　
　
　

9
時
〜
17
時

●
場
所　

学
科
は
総
合
福
祉
会
館
、

実
技
は
㈱
ブ
ン
リ
高
木
工
場

●
対
象　

18
歳
以
上
の
人

●
定
員　

80
人

●
費
用　

2
万
3
、0
0
0
円

※
テ
キ
ス
ト
代
2
、0
0
0
円

●
問　

㈳
宮
崎
労
働
基
準
協
会

　

都
城
支
部　

☎
24-

5
6
0
3

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

カ
レ
ッ
ジ
ピ
ア

　

若
者
向
け
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
す
。

●
期
間　

5
月
〜
翌
年
3
月
の
毎
週

夜
間
に
開
催

●
対
象　

都
城
市
内
に
居
住
ま
た
は

勤
務
す
る
、
39
歳
以
下
で
未
婚
の
人

●
料
金　

入
会
金
2
、0
0
0
円

※
講
師
料
、
材
料
費
が
別
途
必
要
な

ク
ラ
ブ
あ
り

●
入
会
方
法　

5
月
7
日
㈬　

19
時

30
分
か
ら
中
央
公
民
館
で
開
催
す
る

カ
レ
ッ
ジ
ピ
ア
開
校
式
に
ご
参
加
く

だ
さ
い

●
ク
ラ
ブ　

英
会
話
、ミ
ニ
テ
ニ
ス
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、
リ
ズ

ム
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
ヨ
ガ
、
ペ
ン
習

字
・
書
道
、
料
理
、
着
付
け
、
ミ
ニ

バ
レ
ー
、
卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

ゴ
ル
フ
、

●
問　

生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
23-

9
5
4
5

市
民
の
た
め
の
健
康
講
座（
無
料
）

●
日
時　

4
月
15
日
㈫

　
　
　
　

14
時
〜
15
時
30
分

●
場
所　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院

教
育
研
修
棟（
祝
吉
町
）

●
内
容　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
〜

新
し
い
健
診
が
始
ま
り
ま
す
、
メ
タ

ボ
に
な
ら
な
い
生
活
の
知
恵

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す

●
問　

国
立
病
院
機
構
都
城
病
院
地

域
医
療
連
携
室　

☎
23-

4
1
1
1
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講
座・教
室

Course

・Class
都
城
の
歴
史
観
光
ガ
イ
ド
養
成
講
座

　

18
歳
以
上
の
市
内
居
住
者
で
、
都

城
市
の
歴
史
や
文
化
の
魅
力
を
多
く

の
観
光
客
に
紹
介
す
る
意
欲
が
あ
り
、

受
講
後
は
歴
史
観
光
ガ
イ
ド
と
し
て

活
動
で
き
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員　

30
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す

●
費
用　

2
、0
0
0
円（
資
料
代
）

※
先
進
地
視
察
や
史
跡
見
学
の
バ
ス

使
用
の
場
合
は
別
途
5
0
0
円

●
申　

4
月
30
日
㈬
ま
で
に
、
商
業

観
光
課
、
図
書
館
、
各
総
合
支
所
、
各

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
都
城
観

光
協
会
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に

記
入
し
、
返
信
用
は
が
き
を
同
封
の

上
、
都
城
・
歴
史
と
文
化
の
町
づ
く

り
会
議
事
務
局　

田
代
義
博（
〒
885-

0
0
9
4　

都
原
町
7
2
9
9-

1
）

へ
郵
送
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

☎
23-

1
9
6
8

親
と
子
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室（
前
期
）

　

親
子
で
運
動
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み

ま
す
。
子
ど
も
の
育
成
、
親
子
の
き

ず
な
の
強
化
、
親
同
士
の
情
報
交
換

の
場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

●
日
程　

5
月
14
日
㈬
〜
7
月
9
日

㈬
の
毎
週
水
曜
日
、
5
月
31
日
㈯　

（
計
10
回
）　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

早
水
公
園
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー

●
対
象　

市
内
居
住
者
で
、
今
年
度

中
に
3
歳
ま
た
は
4
歳
に
な
る
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

50
組
（
先
着
順
）

●
内
容　

体
操
、ボ
ー
ル
運
動
、マ
ッ

ト
運
動
、ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、レ
ク
ゲ
ー

ム
ほ
か

●
費
用　

3
、0
0
0
円（
保
険
料
ほ

か
）　

※
子
が
2
人
参
加
の
場
合
は
、

　

4
、0
0
0
円

●
申
・
問　

子
の
氏
名（
ふ
り
が

な
）・
性
別
・
生
年
月
日
、
保
護
者
の

氏
名（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・
住

所
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
4
月

20
日
㈰
ま
で
に
、は
が
き
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
都
城
地
区
施
設
協
会（
〒
885-

0
0
1
6　

早
水
町
3
8
6
7
）

☎
24-

6
4
5
4　

Fax 
24-
6
4
6
0

よ
か・
余
暇
・
楽
習

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

【
生
け
花
小
原
流
教
室
】

●
日
時　

毎
月
第
2
・
4
火
曜
日

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分（
5
月
〜
）

●
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
社
交
ダ
ン
ス
教
室
】

●
日
時
・
場
所　

①
毎
月
第
2
・
4

火
曜
日　

10
時
〜
12
時
、
小
松
原
地

区
公
民
館　

②
毎
月
第
2
・
4
水
曜

日　

14
時
〜
16
時
、
中
央
公
民
館

●
費
用　

1
回
5
0
0
円
〜
7
5
0

円（
教
材
費
、
冷
暖
房
費
別
）

●
申
・
問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　
　
　

☎
23-

4
0
8
0

生
涯
学
習
講
座（
山
之
口
）

　

成
人
を
対
象
に
5
月
〜
翌
年
2
月

ま
で
開
講
し
ま
す
。

●
講
座
・
日
時
・
講
師（
敬
称
略
）

詩
吟　

第
1
・
3
月
曜
日

10
時
〜
12
時
、
竹
田
シ
ズ
子

カ
ラ
オ
ケ　

第
1
・
3
金
曜
日

20
時
〜
22
時
、
池
田
安
弘

大
正
琴　

第
2
・
4
水
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
、河
野
日
出
子

手
編
み　

第
2
・
4
月
曜
日

10
時
〜
12
時
、
下
石
加
津
代

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク　

第
1
・
3
火
曜
日

10
時
〜
12
時
、
大
浦
久
美
子

和
紙
ち
ぎ
り
絵　

第
3
月
曜
日

19
時
30
分
〜
21
時
30
分
、矢
野
加
代
子

三
味
線　

第
2
・
4
木
曜
日

13
時
〜
15
時
、
柚
木
崎
カ
チ
エ

ギ
タ
ー　

第
2
・
4
木
曜
日

20
時
〜
22
時
、
有
川
祐
三

フ
ラ
ダ
ン
ス　

第
1
・
3
土
曜
日

20
時
〜
22
時
、
田
中
靖
子

ハ
ー
モ
ニ
カ　

第
2
・
4
金
曜
日

13
時
30
分
〜
15
時
30
分
、
杉
田
寿
士

コ
ー
ラ
ス　

第
1
・
3
木
曜
日 

20
時
〜
22
時
、
小
牧
八
寿
子

和
紙
人
形　

第
2
・
4
木
曜
日 

20
時
〜
22
時
、
榎
木
あ
い
子

ヨ
ガ（
昼
）
毎
週
月
曜
日

14
時
〜
16
時
、
有
馬
八
重
子

ヨ
ガ（
夜
）　

毎
週
月
曜
日

20
時
〜
22
時
、
坂
口
清
子

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ 

第
1
・
3
木
曜
日

20
時
〜
22
時
、
永
田
眞
由
美

囲
碁　

第
1
・
3
土
曜
日

13
時
〜
17
時
、
上
徳
憲
一

中
国
語　

毎
週
月
曜
日

10
時
〜
11
時
、
季
金
姣

裏
千
家
茶
道
教
室　

第
2
・
4
火
曜
日

20
時
〜
22
時　

中
島
英
子

●
定
員　

各
講
座
7
人
以
上

●
開
講
式　

5
月
9
日
㈮

　
　
　
　
　

山
之
口
地
区
公
民
館

●
申
・
問　

4
月
25
日
㈮
ま
で
に

　

山
之
口
生
涯
学
習
課

　

☎
57-

3
1
1
1

き
ら
り
体
験
教
室

【
中
国
語
教
室
】

●
日
時　

①
5
月
14
日
㈬　

②
5
月

16
日
㈮　

18
時
30
分
〜
20
時

●
場
所　

中
央
公
民
館

●
対
象
・
定
員　

①
は
初
心
者
、
②

は
ピ
ン
イ
ン（
中
国
語
の
発
音
表
記
）

の
読
め
る
人
、
各
10
人

※
5
人
以
上
で
開
催
し
ま
す

●
費
用　

5
0
0
円　

※
継
続
し
て
学
習
を
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す

●
申
・
問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城

　
　
　
　
　

☎
23-

4
0
8
0

グ
ラ
ス
ス
キ
ー
教
室

●
日
時
・
場
所　

4
月
27
日
㈰
〜
6

月
22
日
㈰
の
隔
週
日
曜
日　

全
5
回

10
時
〜
12
時

観
音
池
公
園
グ
ラ
ス
ス
キ
ー
場

●
対
象　

小
学
5
年
生
〜
大
人

●
定
員　

20
人

●
費
用　

1
万
円
、
い
き
い
き
倶

楽
部
会
員
お
よ
び
中
学
生
以
下
は

5
、0
0
0
円

※
用
具
使
用
料
は
別
途

●
問　

い
き
い
き
倶
楽
部
事
務
局

　
　
　

☎
58-

5
5
1
4
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Information 申は申し込み先、問は問い合わせ先の略です。

母
の
日
絵
付
け
陶
芸
教
室

　

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
母
の
日

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。

●
日
程　

5
月
1
日
㈭
〜
5
日
㈪

●
受
付
時
間　

9
時
〜
16
時

　
　
　
　
　
　

所
要
時
間
は
約
30
分

●
費
用　

①
湯
の
み
・
皿　

5
0
0

円　

②
茶
碗
・
ビ
ア
カ
ッ
プ　

8
0

0
円　

③
マ
グ
カ
ッ
プ
・
だ
円
皿　

1
、0
0
0
円

●
場
所
・
問　

竹
楽
館（
高
城
町
石

山
）　

☎
58-

6
1
5
0

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン

運
転
技
能
講
習
会

●
日
程　

4
月
17
日
㈭
〜
20
日
㈰

　
　
　
　

9
時
〜
17
時

●
場
所　

学
科
は
4
月
17
日
㈭　

商

工
会
議
所
、
4
月
18
日
㈮　

総
合
福

祉
会
館
、
実
技
は
4
月
19
日
㈯
・
20

日
㈰　

吉
原
建
設
㈱
仮
設
機
材
部

●
資
格
・
定
員　

18
歳
以
上
、
80
人

●
受
講
料　

2
万
7
、0
0
0
円

※
テ
キ
ス
ト
代
1
、7
0
0
円

●
申
・
問　

㈳
宮
崎
労
働
基
準
協
会

　

都
城
支
部　

☎
24-

5
6
0
3

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

　

聴
覚
障
が
い
者
へ
の
手
話
通
訳
を

行
う
手
話
奉
仕
員
を
養
成
し
ま
す
。

●
日
程

①
夜
の
部　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
　

19
時
〜
21
時

②
昼
の
部　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

高
校
生
以
上

●
内
容　

入
門
課
程（
1
年
間
）

●
受
講
料　

3
、9
0
0
円

●
申
・
問　

障
害
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
9
8
0

 

相　

談

Counseling

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士

に
よ
る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
程
・
場
所

4
月
18
日
㈮　

13
時
30
分
〜
14
時

山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

4
月
30
日
㈬　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
問　

こ
ど
も
課

　
　
　

☎
23-

2
6
8
4　

行
政
相
談

●
日
時　

4
月
17
日
㈭

　
　
　
　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

都
城
大
丸
7
階

●
問　

秘
書
広
報
課

　
　
　

☎
23-

3
1
7
4

女
性
相
談
員
に
よ
る

女
性
総
合
相
談（
無
料
）

●
電
話
・
面
接
相
談

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

10
時
〜
16
時

●
専
門
相
談

　

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

4
月
15
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

4
月
22
日
㈫  

13
時
〜
16
時

※
専
門
相
談
お
よ
び
面
接
相
談
は
事

前
の
予
約
が
必
要
で
す
。
電
話
相

談
は
随
時
受
け
付
け
ま
す

●
場
所　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
東
館
2
階
）

●
相
談
専
用
電
話

　

☎
23-

7
1
5
7

 

お
知
ら
せ

Inform
ation

ご
み
収
集
の一部
委
託

　

4
月
1
日
か
ら
ご
み
収
集
の
一
部

を
次
の
と
お
り
委
託
し
ま
す
。

①
不
燃
ご
み

牟
田
町
・
上
町
・
中
町
・
栄
町
・
西

岳
地
区
は
㈱
都
城
北
諸
地
区
清
掃

公
社
、
五
十
市
地
区
は
㈱
エ
コ
ロ

②
資
源
ご
み
・
有
害
ご
み

妻
ケ
丘
・
祝
吉
・
横
市
・
西
岳
・

中
郷
地
区
は
㈱
都
城
北
諸
地
区
清

掃
公
社
、
姫
城
・
小
松
原
・
五
十

市
・
沖
水
・
志
和
池
・
庄
内
地
区

は
㈱
エ
コ
ロ

※
そ
の
他
の
地
区
は
、
従
来
ど
お
り

市
が
収
集
し
ま
す

●
問　

環
境
業
務
課

　
　
　

☎
24-

5
5
6
0

重
度
障
が
い
者

タ
ク
シ
ー
券
配
布

●
対
象　

都
城
市
内
に
居
住
し
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
つ
視
覚
障

害
1
〜
2
級
、
ま
た
は
肢
体
不
自

由
1
〜
2
級（
2
級
は
下
肢
、
体

幹
、
運
動
障
害
の
み
）の
人

②
療
育
手
帳
を
持
つ
知
的
障
害
Ａ
の

人
③
精
神
保
健
福
祉
手
帳
を
持
つ
精
神

障
害
1
級
の
人

●
有
効
期
間

　

4
月
1
日
〜
平
成
21
年
3
月
31
日

●
交
付
場
所　

障
害
福
祉
課
ま
た
は

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

※
手
続
き
に
は
い
ず
れ
か
の
手
帳
、

印
鑑
が
必
要
で
す

●
問　

障
害
福
祉
課

　
　
　

☎
23-

2
9
8
0

中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校

研
修
参
加
助
成

　

補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

中
小
企
業
者
。
従
業
員
を
受
講
さ
せ

る
場
合
は
、
市
内
の
事
業
所
に
勤
務

す
る
従
業
員

●
補
助
額　

受
講
料
の
2
分
の
1
以

内
で
、
最
高
5
万
円
ま
で

●
申
・
問　

商
業
観
光
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
9
8
3
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お
知
ら
せ

Inform
ation

更
新
手
続
き
は
４
月
１
日
か
ら

敬
老
特
別
乗
車
券（
敬
老
バ
ス
）

●
対
象　

都
城
市
内
に
居
住
す
る

　
　
　
　

満
70
歳
以
上
の
人

●
乗
車
区
域　

都
城
市
全
域

※
高
速
バ
ス
、
特
急
バ
ス
は
利
用
で

き
ま
せ
ん

●
利
用
者
負
担

　

1
回
の
乗
車
に
つ
き
1
0
0
円

●
更
新
手
数
料

　

1
人
1
、0
0
0
円

●
更
新
手
続　

健
康
長
寿
課
、
各
総

合
支
所
健
康
福
祉
課
、
各
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
で
き
ま
す

◎
各
地
区
公
民
館
で
は
次
の
と
お
り

手
続
き
を
行
い
ま
す

4
月
15
日
㈫　

9
：
30
〜
11
：
30

小
松
原
地
区
公
民
館

4
月
15
日
㈫　

13
：
30
〜
15
：
30

横
市
地
区
公
民
館

4
月
16
日
㈬　

13
：
30
〜
15
：
30

妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

4
月
17
日
㈭　

9
：
30
〜
11
：
30

長
寿
館

4
月
17
日
㈭　

13
：
30
〜
15
：
30

祝
吉
地
区
公
民
館

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

◎
新
規
の
人　

6
カ
月
以
内
に
撮
影

し
た
写
真
（
縦
3
㌢
×
横
2
・
5
㌢
、

脱
帽
）、
保
険
証
、
運
転
免
許
証
な

ど
の
身
分
証
明
書　

※
必
ず
本
人
が

窓
口
に
お
い
で
く
だ
さ
い

◎
更
新
の
人　

お
持
ち
の
バ
ス
券

　

代
理
の
人
で
も
更
新
で
き
ま
す

※
バ
ス
券
の
紛
失
、
記
載
事
項
の
変

更
な
ど
が
あ
る
場
合
は
再
発
行
と

な
り
、
新
規
の
人
と
同
様
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。
必
ず
本
人
が
窓

口
に
お
い
で
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

現
在
乗
車
券
を
お
持
ち

の
人
は
、
4
月
中
は
そ
の
ま
ま
引
き

続
き
使
用
で
き
ま
す
が
、
5
月
か
ら

は
乗
車
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

●
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　

☎
23-

3
1
0
2

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

中
退
共
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か

　

中
退
共
制
度（
中
小
企
業
退
職
金

共
済
制
度
）
は
中
小
企
業
で
働
く
従

業
員
の
た
め
の
退
職
金
制
度
で
す
。

適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移
行
先

と
な
っ
て
お
り
、
掛
け
金
の
一
部
を

国
・
県
・
市
が
助
成
し
ま
す
。
掛
け

金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税
に
な
り

ま
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
は
、
通
常

の
従
業
員
よ
り
低
い
掛
け
金
で
加
入

で
き
ま
す
。

●
問　

中
退
共
制
度
・
国
の
補
助
制

度
は
中
退
共
福
岡
相
談
コ
ー
ナ
ー　

☎
0
9
2-

6
3
1-

2
5
5
1

県
の
補
助
制
度
は
労
働
政
策
課

☎
0
9
8
5-

26-

7
1
0
6

市
の
補
助
制
度
は
工
業
振
興
課

☎
23-

2
7
5
3

市
長
と
か
た
ろ
会

　

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
市
長
が
各
地
域
に
出
か
け
住
民

の
皆
さ
ん
と
話
し
合
う「
座
談
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
市
政
運
営
に
つ
い

て
説
明
を
行
っ
た
後
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
す
。
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ

と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

山
之
口
総
合
支
所
管
内
を
次
の
日

程
で
行
い
ま
す
。
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
会
場
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

●
日
程
・
場
所

4
／
18
㈮　

花
木
地
区

勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

4
／
22
㈫　

下
富
吉
地
区 

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

4
／
23
㈬　

麓
、青
井
岳
、永
野
地
区

多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

※
青
井
岳
、永
野
地
区
は
送
迎
バ
ス
あ
り

4
／
24
㈭　

上
富
吉
地
区 

上
富
吉
地
区
体
育
館

●
時
間　

19
時
30
分
〜
21
時

●
問　

秘
書
広
報
課

　
　
　

☎
23-

3
1
7
4

　
　
　

山
之
口
総
合
支
所
総
務
課

前
期
技
能
検
定
試
験

　

合
格
者
に
、
厚
生
労
働
大
臣
名
ま

た
は
知
事
名
の
合
格
証
書
を
授
与

し
、技
能
士
の
称
号
を
付
与
し
ま
す
。

●
受
付　

4
月
3
日
㈭
〜
16
日
㈬

●
職
種　

1
級
・
2
級
〜
25
職
種
、

3
級
〜
6
職
種
、
単
一
等
級
〜
2
職

種

●
実
施
期
間　

検
定
は
実
技
お
よ
び

学
科
試
験
が
行
わ
れ
、
6
月
9
日
㈪

か
ら
9
月
17
日
㈬
ま
で
の
間
で
指
定

●
受
験
手
数
料

◎
実
技
試
験　

1
万
5
0
0
円
〜

　
　
　
　
　
　

1
万
5
、7
0
0
円

◎
学
科
試
験　

3
、1
0
0
円

●
合
格
発
表　

10
月
3
日
㈮

※
3
級
の
み
8
月
27
日
㈬

●
申
・
問　

宮
崎
県
職
業
能
力
開
発

協
会　

☎
0
9
8
5-

58-

1
5
7
0

小
規
模
修
繕
契
約

希
望
者
登
録
制
度

●
内
容　

市
が
発
注
す
る
公
共
施
設

の
修
繕
の
う
ち
、
内
容
が
軽
易
な
も

の
で
、
一
件
の
予
定
金
額
が
10
万
円

を
超
え
な
い
も
の

●
種
類　

大
工
、
左
官
、
電
気
、
管
、

板
金
、
建
具
、
塗
装
、
内
装

●
対
象　

市
内
に
主
た
る
事
業
所
ま

た
は
住
所
が
あ
る
人

●
登
録
期
間　

4
月
1
日
㈫
〜
5
月

30
日
㈮

●
有
効
期
間　

平
成
22
年
3
月
31
日

●
そ
の
他　

登
録
制
度
で
は
、
契
約

制
度
の
透
明
性
を
確
保
す
る
た
め

に
、
登
録
さ
れ
た
人
の
名
簿
を
一
般

に
公
開
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●
問　

契
約
管
財
課

　
　
　

☎
23-

2
1
2
2
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Information 申は申し込み先、問は問い合わせ先の略です。

地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

昼
休
み
時
間
の
取
扱
業
務

　

4
月
か
ら
沖
水
、
志
和
池
、
庄

内
、
西
岳
、
中
郷
の
各
地
区
市
民
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
夏
尾
市
民
セ
ン
タ
ー

で
は
、
昼
休
み
時
間
に
次
の
業
務
を

取
り
扱
い
ま
す
。

●
取
扱
業
務

①
戸
籍
お
よ
び
住
民
票
に
関
す
る
証

明（
戸
籍
の
附
票
、
年
金
は
が
き

の
記
載
事
項
証
明
を
含
む
）、
印

鑑
登
録
証
明
書（
印
鑑
登
録
は
で

き
ま
せ
ん
）、
所
得
証
明
、
課
税
・

非
課
税
証
明
、
納
税
証
明
、
資
産

証
明
な
ど
の
証
明
書
の
発
行
事
務

②
市
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護

保
険
料
、
水
道
使
用
料
、
住
宅
使

用
料
、
そ
の
他
の
収
納
金
な
ど
の

収
納
事
務

※
詳
し
く
は
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険

保
養
所
利
用
料
金
の
助
成

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
保
養
所

利
用
料
金
一
部
助
成
を
行
い
ま
す
。

●
助
成
額　

1
泊
1
、0
0
0
円

※
年
度
で
10
泊
を
限
度

●
対
象　

都
城
市
国
民
健
康
保
険
に

1
年
以
上
継
続
し
て
加
入
し
て
い
る

50
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
で
、
保
険

税
の
滞
納
が
な
い
世
帯
に
属
す
る
人

※
65
歳
以
上
で
後
期
高
齢
者
医
療
に

該
当
す
る
人
は
対
象
外

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

本
人
の

保
険
証
お
よ
び
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
式

印
鑑
は
不
可
）

●
そ
の
他　

助
成
を
受
け
る
に
は
、

保
養
所
に
利
用
券
を
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
利
用
券
交
付
後
、
保

養
所
利
用
日
に
75
歳
に
な
っ
た
人
は
、

対
象
外
に
な
り
ま
す

●
問　

保
険
年
金
課

　
　
　

☎
23-

2
6
3
4

休日急病診療機関

●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号

4/20
（日）

野辺医院（内・胃） 22-0153

下長飯クリニック（外・内） 39-0800

はしぐち小児科（小） 24-5500

福島外科（外・胃） 38-1633

きらむら皮膚科クリニック（皮・アレ） 38-7300

小山田眼科（眼） 22-0710

あやべ歯科クリニック 38-8668

4/27
（日）

共立医院（内） 22-0213

園田光正内科（内） 38-5115

教山医院（内・小） 62-1205

吉松病院（外・整） 25-1500

石井皮膚科（皮） 23-4588

丸田病院（産・婦） 23-7060

新穂歯科医院 64-2954

4/29
（火）

相良内科（内） 22-4086

黒松病院（内） 38-1120

仮屋医院（内・小） 36-0521

宗正病院（外） 22-4380

ゆうクリニック（消・外・内） 46-6100

ならはら皮膚科クリニック（皮）22-1455

きんじょう歯科医院 38-0120

※診療機関は変更することがあります。
詳しくは、テレホンサービス（医師会は
☎ 23-5555、歯科医師会は☎ 25-4100）
で確認してください
◎ひむか救急ネットもご利用ください
http://www.qq.pref.miyazaki.jp
●休日当番薬局
4/20 ㈰ ウエスト、都北町、ケーアイ調剤

吉尾店

4/27 ㈰ 坂口調剤、上町おおた、吉川調剤、
エイト

4/29 ㈫ そうごう志和池店、ひまわり

菖蒲原通線道路改良工事に伴う  交通規制のお知らせ
●工事期間　5月～平成21年3月
●工事箇所　都城市千町
●内容　市道菖蒲原通線の道路拡幅工事に伴い、工事
　　　　期間中、車両通行止めとなる期間もあります。
●問　道路公園課　☎ 23-2775
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●問い合わせ　生活文化課・国際交流推進担当　☎ 23-2295

広報カレンダー
Event
Calendar

　●問い合わせ　図書館　☎ 22-0239

読み聞かせの部屋

図書館だより

休 館 日 4月21・28・29日
5月3・4・5・6・8・12日

開館時間 9：30～18：50

4/6
～5/15

4月

6日㈰～
5月11日㈰

庄内川のこいのぼり［庄内川堤防］
問荘内商工会　☎ 37-0024

26日㈯・
27日㈰

チャレンジショップオープニングイベント
［チャレンジショップ（中町）］
問商業観光課　☎ 23-2983

27日㈰
9:00～

健康づくりウオーキング大会［観音池公園周辺］
問健康長寿課　☎ 23-2765

27日㈰
9:00～

都城ラグビーフェスタ
［母智丘関之尾公園多目的広場］
問都城ラグビーフットボール協会（松田）
☎ 090-8354-4859

5月

3日㈯
9:00～

早水あやめまつり　［早水公園］
問祝吉地区公民館　☎ 23-2890

10日㈯
9:00～

女流王将戦都城大会記念子ども将棋大会　
［霧島ファクトリーガーデン］
問同大会実行委員会（満石）　
☎ 51-3547､ 090-9404-9454

11日㈰
10:00～

女流王将戦都城大会
［霧島ファクトリーガーデン］
問同大会実行委員会（満石）　
☎ 51-3547､ 090-9404-9454

11日㈰
9:00～

笛水ウオーク［高崎町笛水地域一帯］
問笛水地区活性化委員会（奥）　☎ 62-4669

日本を満喫
　2月上旬、あこがれていた北海道に足を踏み入れまし
た。初めて柔らかい雪を楽しみました。夜温泉に行って、
露天風呂に入りました。体は 40℃以上の湯に入っていた
のに、頭は－10℃ぐらいという寒さに我慢しながら、ひら
ひらと舞い降りる雪片を見られたことが面白かったです。
海鮮市場に行って、タラバガニ、毛ガニ、帆立、甘エビ
を味わいました。素晴らしかった雪祭りとみそラーメンも
お薦めです。
　さて、桜の咲き乱れるころは帰国の時です。皆さんの
おかげで仕事が無事に済みました。本当にありがとうござ
います。一年という短い任期でしたが、日本文化を体験
したり、農業を経験したり、友達と付き合ったりして、一
生の中でなかなか忘れられない思い出がたくさんできまし
た。それらをすべて大切にしようと思います。これから帰
国しても、いつまでも都城市に関心を持っている私のこと
を忘れないでください。会うは別れの始め。皆さんいつか
また会いましょう。

本とお話の会
●日時・内容　
　5月10日（土）　14：30～　ぶんぶくちゃがま

おはなしのへや “そらまめ”
●日時　4月24日（木）　11：00～11：30
●内容　絵本の読み聞かせ
●対象　未就学児の親子

※4月16日～5月15日の日程※ [　　]内は場所、問は問い合わせ先

日　程 巡　回　場　所 巡回時間

4/17 ㈭
5/1 ㈭

西岳地区公民館
吉之元小学校
西岳小学校

11：10～11：40
13：00～13：45
14：20～15：30

5/9 ㈮ 夏尾小学校
菓子野小学校

13：00～13：30
14：30～16：00

4/19 ㈯
祝吉地区公民館
沖水小学校
石山体育センター

10：50～11：30
13：00～14：00
14：30～15：10

4/16 ㈬
5/14 ㈬

川東小学校
志和池小学校

13：00～14：00
14：30～16：00

5/7 ㈬ 御池小学校
庄内小学校

13：00～13：30
14：30～16：00

4/23 ㈬
安久小学校
ミートショップながやま志比田店
谷頭児童館

13：00～14：00
14：30～15：00
15：20～16：00

5/10 ㈯
久保原西自治公民館
鷹尾5丁目自治公民館
市営都原団地

13：00～13：40
14：00～14：30
14：50～15：20

4/25 ㈮ 梅北小学校
今町小学校

12：00～13：00
14：30～16：00

5/2 ㈮ 木之川内小学校 14：00～16：00

4/22 ㈫
小松原地区公民館
乙房小学校
市営都北団地

10：40～11：10
13：00～13：50
14：30～15：00

4/26 ㈯
山之口ふもと保育所
山之口地区公民館
市営一万城北団地

10：45～11：15
13：00～13：40
14：15～14：45

4/30 ㈬ 縄瀬小学校
高崎地区公民館

13：00～13：45
14：30～15：30

移動図書館

くれよん号巡回予定

国際交流員
のひとりごと

艾豊（がいほう）さん
（中国） Vol.4
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編 集 後 記

　
※4月16日～5月15日の日程

　先月号の特集「みやこんじょ学のススメ」。
折からの篤姫ブームや都城島津邸整備活用
事業への関心の高さからか、多くの反響が寄
せられた。「混とんとし、先の見えない時代に
歴史の話なんて」というご意見もあったが、こ
んな時代だからこそ、まずは地域のことを知
り、課題を見極め、解決の道筋を探ることが
よりよいまちづくりのために必要なことではない
かと思う。少し遠回りかもしれないが。（哲）

問①都城市平成20年度当初予算は、「改革
推進・○○○○予算」

問②都城市の自然や郷土芸能を題材に市内
の小学生から読み札と絵札を募集して
作ったのは「郷土○○○」　

　　※ヒント「まちの話題」
問③高城中学校のシンボルになっている鳥
は何？

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、
氏名、電話番号と、わたしの一言、4月号
を読んでの感想を書いて、〒885-8555　
市役所秘書広報課まで。正解者の中から
抽選で１人にプレゼントを差し上げます。

※応募者の個人情報は、広報クイズの応募の受付、
当選者への商品の発送以外には利用いたしません

◎プレゼント
「BAKERY KITCHEN
 ＳＡＫＵＲＡ」
（高城町観音池公
園西側）のランチ
券（ペア１組）
◎商品取り扱い事業者
都城市高城地域交流センター（「BAKERY 
KITCHEN ＳＡＫＵＲＡ」）　☎ 58-2088

◎応募締切　4月30日㈬　当日消印有効
◎発　　表　本紙6月号
◎2月号当選者　川田 ミツ子さん（上長飯町）
　広報都城2月号は特に念入りに拝読しまし
た。今年4月から実施される新しい医療制度
に関心があるからです。今まで入院などの経
験はありませんが、何しろ高齢の私。明日の
医療は気になります。

施設案内　　広報クイズ第28回

 2月号クイズ結果　応募総数 56通
 ◎正　解　①吉之元　 ②メタボリック
 　　　　　③ 75 歳

市の提供番組案内
■テレビ
•BTVケーブルテレビ（5ch）

　＜今後の放送予定＞
　4月21日～30日
　　「高崎町どろんこバレーボール祭」
　5月1日～10日
　　「都城島津家の名宝①」
　5月11日～20日
　　「都城島津家の名宝②」

■ラジオ
•MRTラジオ（AM放送  936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）
　15：30 ～ 15：45
市民参加型のラジオ番組を放送しています
出演については、秘書広報課（☎23‐3174）

•シティエフエム都城（FM放送  76.4MHz）
　「インフォメーションM」
　毎週：月～金曜日
　9：49 ～9：54、
　16：25 ～ 16：30（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを
放送します
※毎週火曜日放送の「ＢＯＮ☆（ボンスタ）」
（12：00 ～13：00）でも、市政情報や
市民活動の紹介などを放送しています

都城市現住人口
平成20年3月1日現在 （前月比）
世　帯　数　　69,620世帯 （　　　 30）
人口総数　169,291　人 （　　　  0）
　　　男　　79,288　人 （　　　  8）
　　　女　　90,003　人 （　　　　-8）
※ 国勢調査に基づく推計人口です

今月の表紙
みなさーん、新しい市旗ですよー
　全国から応募のあった 1,125 作
品の中から選ばれた都城市の新し
い市旗。いよいよ 4月 1日から公
共施設や封筒などに登場します。
　表紙は市旗のデザインの核にも

なってい
る高千穂
峰のふも
とで、御
池小学校
（馬場真
吾校長、
7人）の
子どもた
ちとパチ
リ。

■美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）

入館料　無料
休館日　4月21日・28日、5月7日・12日
「時をかけるアート」収蔵作品展

■都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
休館日　4月21日・28日、5月7日・12日

■高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
休館日　4月21日・28日、5月7日・12日

■人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
休館日　4月21日・28日、5月7日・12日

■たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金･土曜日の19：00 ～ 22：00、
　　　　　土･日曜日の9：30 ～ 17：00
※開館時間以外の入館はご連絡ください

入館料　中学生以上300 円　小学生 100 円
※ゴールデンウィーク期間中は毎日開館

■山之口弥五郎どんの館（山之口町）
 ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00

入館料　無料
休館日　4月21日・28日、5月7日・12日

■旧後藤家商家交流資料館（高城町）
 ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00

入館料　大人 200 円　小中学生 100 円
休館日　4月21日・28日、5月7日・12日

３月から
放送時間が変わりました
※毎回10分間放送
①7：30～ ②12：30～ ③18：30～
④21：45～（月～金曜日）
　21：30～（土・日曜日）
⑤24：30～

～読者の一言～ 
このコーナーでは、寄せられた「わたしの一
言」の中から一部を紹介します

・新年を迎え、新成人や子どもたちの写真や
記事が目についた。何かと厳しい世の中で
すが、若い力で切り開いてもらいたい。表
紙の写真の子どもの顔つきが頼もしい。

 （高城町・Ｋさん）

・今年は年女です。おまけに還暦です。これか
らは皆さんの役に立つような生き方がしたい
ものです。（ボランティアなども良いですね）
 （山之口町・Ｋさん）

・月曜から金曜まで、毎朝子どもの見守りで交
通指導をしています。どんなに寒い日でも元
気な子どもたちのあいさつに、いつも元気を
もらっています。これからも続けていきます。
 （上水流町・Ｋさん）

・成人を迎えた夢いっぱいの若人たち、おめで
とうございます。自分たちの足元をしっかり見
つめ、一歩一歩確実に前進してください。誇
りをもてる市民を目指して！ （高崎町・Ｍさん）
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観音さくらの里（高城町）
観音池公園内の大型温泉施設

　市内随一のレジャーパーク、観音池公園内に
ある健康増進センター「観音さくらの里」。
　館内には和・洋風呂や露天風呂、釜風呂など
13種類の風呂がそろっており、美人の湯とい
われる良質の温泉の楽しみ方はいろいろ。施設
の周りは豊かな自然に恵まれており、これから
の時季は桜や新緑などを眺めながらの入浴がお
すすめです。また、温泉プールではアクアビク
ス（水中運動）や水泳指導も行われており、健
康づくりなどにも利用されています。
　施設の周囲には、草スキー場やスライダー、
リフトが整備されている「いきいきふれあいラ
ンド」をはじめ、ボートや観覧車、ゴーカート
など遊べる施設が充実。バンガローやオート
キャンプ場などの宿泊施設も整っており、滞在
型の楽しみ方ができるのも魅力です。

vol.16

施設案内
●開館時間　９：00～22：00
●休 館 日　毎週水曜日
            　　　※祝日の場合は翌日
●１回入浴　中学生以上　400 円（600 円）
　料金　　　小学生　200 円（300 円）
            　　　※（  ）はプールも利用する場合
●問い合わせ　観音さくらの里　TEL29-2100

M
iyakonojo City Public Relations , M

iyazaki

だ  よ  り

交プラ

INFORMATION

松永貴志
ジャズライブ

～地球は愛で浮かんでいる Japan tour 2008～

松永貴志（ピアノ）  水谷浩章（ベース）  外山  明（ドラム）

●日時　平成20年6月28日（土）
　　　　18：00開場　18：30開演
●会場　都城市ウエルネス交流プラザ
●料金　【全席指定】一般3,000円（3,500円）
　　　　　　　　　高校生以下1,500円（2,000円）
　　　　※（ ）は当日券。未就学児入場不可
●問い合わせ　
　都城市ウエルネス交流プラザ　TEL26-7770

●日時　平成20年４月21日（月）
　　　　18：00開場　18：30開演

●会場　都城市総合文化ホール

●内容  

「みんな未来に生きるひと」　
アグネス・チャンさん

文化講演会

～みやこんじょ発!! 届け元気!!～
未来へのメッセージ

第１部　講演会

◎コーディネーター　
　河野宗平さん（三股中学校教諭）
◎パネラー
　ツェンデスレンさん（都城市国際交流員）
　上入佐あゆみさん（いもんこクラブ代表）
　杉浦貴之さん（情報誌「メッセンジャー」編集長）
　野口博史さん（㈱トミヤ代表取締役）

●料金　【全席自由】500円　※チケット残りわずか！

●問い合わせ　
　都城市総合文化ホール　TEL23-7140
 　    （チケット専用電話　TEL23-7190）

第２部 パネルディスカッション　

第14回

●高城小学校

GS●

高城高校●
高城総合支所●

高城総合運動公園

レインボースポーツ
ランドゴルフクラブ

47

観音
さくらの里

10

観音池公園


